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〔制限付き一般競争入札〕 

質 疑 応 答 書  

 

工事名  仙台市役所本庁舎整備第１期 建築工事   

 

 

 整理

番号 

２３０５１０５９５ 

質  問  事  項 回     答 

（外部）  

図番 A－００２・１２３・１２４ 

外部仕上表の屋根１－１・１－２・屋根２～５におい

て、床面バリキャップの記入がありますが、範囲はＲ

階平面詳細図－１・２の斜線部：機器搬出入ルートと

考えて宜しいでしょうか。 

仕上面積は 10 ㎡とし、設置場所は

契約後別途協議といたします。 

図番 A－００２ 

外部仕上表の屋根２～５において、腰掛けパイプの

記入がありますが、仕様・詳細・取付位置を御指示下

さい。 

 

仕様は下記とし、設置場所は契約

後別途協議といたします。 

ｽﾁｰﾙ製  床固定式 W1500×H730 

ADAL「M9144-15KS」同等品以上 

 

図番Ａ－００２・０１４～０２３ 

外部仕上表の屋根及び平面図の凡例でオーバーフロ

ー管の記入がありますが、取付位置の記入がありま

せん。取付位置を御指示下さい。 

数量は 12 としてください。設置場

所は契約後別途協議といたしま

す。 

図番Ａ－０１６ 

屋根７において、Ｘ７／Ｙ９通り付近にＲＤの記入

がありますが、Ｘ９通り側に排水溝＋横引樋がある

為、不要と考えて宜しいでしょうか。 

 

別添 1 を参照ください。 

図番Ａ－０１６・０９１・０９３・０９５ 

３Ｆ屋根９のドレイン（６か所）の排水経路におい

て、Ｂ１～２階平面詳細図で上階からの接続位置が

異なり経路が読み取れない範囲があります。各ドレ

インの排水経路を御指示下さい。 

 

別添 1 を参照ください。 
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図番Ａ－０１６・０１７ 

４階平面図のＸ６／Ｙ２－１５００部にＲＤ２の記

入がありますが、３階平面図ではＴＤ３と径が相違

しています。ＲＤ３に読み替えて宜しいでしょうか。

  

 

A-016,017 3,4,5 階平面図を正と

してください。 

図番Ａ－０２５～０２７・１９８／Ｄ－２４ 

３階室外機置場の目隠し壁の押出成形セメント板の

仕様が下記のように相違しています。新増築工事特

記仕様書－２及び立面図－１～３を正と考えて宜し

いでしょうか｡ 

■新増築工事特記仕様書－２及び立面図－１～３ 

･･･Ａ種 竪張り 

■一般部分詳細図－３／Ｄ－２４ 

･･･Ｂ種 横張り 

 

よろしいです。 

図番Ａ－０４９ 

矩計図－５（３階）の３階Ｆ部矩計図（南面・Ｘ５－

６間）の３ＦＬ＋２５００の庇において、下記の項目

について御指示下さい。 

 

 

 

１）屋根及び樋の仕様は下記のように考えて宜しい

でしょうか。 

■アルミパネル ｔ２．０曲げ加工フッ素樹脂焼付塗

装（メタリック） 

 

よろしいです。 

２）また、ルーフドレン及び竪樋の記入がありませ

ん。排水経路を御指示下さい。 

 

契約後別途協議といたします。 

３）庇と外壁との取合部に耐火Ｓｔ．ＰＬの記入があ

りますが、厚さはｔ６と考えて宜しいでしょうか。 

 

よろしいです。 

４）また、耐火Ｓｔ．ＰＬ面にロックウール吹付２５

０㎜上げと記入がありますが、２５㎜に読み替えて

宜しいでしょうか。 

よろしいです。 
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図番Ａ－０４９ 

矩計図－５（３階）の３階Ｂ部矩計図（南面・Ｘ２－

３間）において、室外機置場３－１上部軒天のけいカ

ル板ｔ８＋８ ＥＰ－Ｇと外壁ＥＣＰ頂部・下端取

合部に見切縁の記入がありますが、仕様を御指示下

さい。 

 

 

下記としてください。 

ｱﾙﾐ押出型材 L-50×50×6 ﾌｯ素

樹脂焼付塗装 

図番 A－０５０・０９６ 

矩計図－６の３階Ｂ部矩計図（南面・Ｘ２－３間）に

おいて、Ｘ１／Ｙ２－３間の受水槽・空調ポンプ室前

にアルミパンチングメタルの記入がありますが、３

階平面詳細図－１では受水槽・空調ポンプ室前に上

部ＥＣＰパネルの範囲が無く相違しています。受水

槽・空調ポンプ室前に上部ＥＣＰパネルが必要な場

合は範囲を御指示下さい。 

 

A-050 矩計図-6 の 3 階 B 部矩計

図の図名及び図内室名が誤記にな

ります。 

正しくは下記になります。 

図名：3 階 B 部 矩計図（西面・

Y6-7 間） 

室名：非常用発電機室 

図番 A－０５０ 

矩計図－６の３階Ｂ部矩計図（南面・Ｘ２－３間）に

おいて、外壁ＡＬＣ板と耐風梁取合部に取付金物の

記入がありますが、部材寸法は下記のように考えて

宜しいでしょうか。 

■Ｌ－６５×６５×６（梁上下） 

S107 に記載の「SCB45S」とし

てください。 
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図番Ａ－０２５～０２８・０９９他 

４階平面詳細図－２のＸ６／Ｙ９通りのコーナー部

の外壁仕上が平面詳細図ではアルミパネル＋ＡＬＣ

の記入ですが、立面図では凡例ＢのＥＣＰ＋ＦＣＣ

塗装で相違しています。各平面詳細図を正と考えて

宜しいでしょうか｡ 

 

よろしいです。 

図番Ａ－０４５ 

矩計図－１において、２ＦＬ下外壁アルミパネル（Ｈ

１５００）下端に見切材が必要の場合は仕様を御指

示下さい。 

 

見切り材は不要です。 

図番Ａ－０４７ 

矩計図－３、２階屋外デッキ２－５上部トップライ

ト内ＥＣＰ壁において、下記の項目について御指示

下さい。 

 

 

１）立面図－５において、２ＦＬ＋３５００までの壁

がＡＬＣ＋アルミパネル（凡例ｃ）ですが、トップラ

イト内壁ＥＣＰ取合の詳細を御指示下さい。 

ECPの取り合いは不要です。 

２）ＥＣＰ下端に壁下端見切が必要の場合は仕様を

御指示下さい。 

 

上記による。 

３）矩計図－３において、低層側のＥＣＰ取付金物が

パラペット、鉄骨梁、耐風梁に記入がありますが、そ

下記としてください。 

パラペット部：取付金物なし 
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れぞれの納まりを御指示下さい。 

 

鉄骨梁：頭繋金物 Ｌ－５０×５

０×６ 

耐風梁：足元金物 Ｌ－５０×５

０×４ 

図番Ａ－０８２ 

階段詳細図－１（低層部）／Ｂ－Ｂ‘断面において、

１段目踊場のＹ２通り側床にＨ１００の立下りが表

れますが、床同様の再生木デッキ立下りと考えて宜

しいでしょうか。 

 

 

ささら PL 現し(仕上げなし)とし

てください。 

図番Ａ－０４５・０９３ 

矩計図－１、北面Ｙ８通り１ＦＬ＋３５００室外機

置場のアルミルーバーのＷ寸法において、立面図－

３でＸ８－９‘間全面、１階平面詳細図－２では室外

機置場の開口はＷ８４００程度で相違しています。 

開口部のＷ８４００程度を正と考えて宜しいでしょ

うか。 

 

A-027 図 立面図-3（北）を正とし、

W15400 としてください。 

図番Ａ―０８０・０８１・３０６ 

ＥＸＰ．Ｊ詳細図－７（外周部）／外周－２０におい

て、防鳥ネットの設置範囲が低層部コア詳細図参照

（総長１６．５ｍ）の記入がありますが、低層部コア

H1800 の総長 16.5m とし、設置場

所は契約後別途協議といたしま

す。 
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詳細図－２・３では具体的な範囲が読み取れません。

階段室東屋根パラペット（１ＦＬ＋３３００）より下

記の様に考えて宜しいでしょうか。 

異なる場合は具体的な範囲を平面図及び立面図に御

指示下さい。 

□北面 Ｗ２３００×Ｈ１５００ 

（２ＦＬ－１２００）＋２４５０×６２００ 

（２ＦＬ＋３５００） 

□東面 Ｗ９６００×Ｈ６２００ 

  （２ＦＬ＋３５００） 

 

図番Ａ－０２５・０２７・１９１ 

２階ブリッジの幕板の仕上が下記のように相違して

います。部分詳細図－２（２階ブリッジ）を正と考え

て宜しいでしょうか｡ 

■立面図－１・３･･･凡例ｂ スチールパネル 

■部分詳細図－２（２階ブリッジ）･･･アルミパネル 

 

よろしいです。 

図番 A－１９６／Ｄ－８ 

一般部分詳細図－１の屋上排水溝詳細図において、

排水溝防水モルタル内の溶接金網の仕様は下記のよ

うに考えて宜しいでしょうか。 

■ステンレス φ４ １００×１００ 

 

よろしいです。 

図番 A－１９６／Ｄ－９ 

一般部分詳細図－１の屋根保護防水断熱工法及びパ

ラペット詳細（ＲＣ笠木）において、（アルミ笠木）

の納まりになる範囲がある場合は該当範囲を御指示

下さい。 

 

該当なしとなります。 

図番 A－１９７／Ｄ－１５ 

一般部分詳細図－２の屋上丸環詳細図において、取

付位置が平面図。平面詳細図では見当たりません。該

当範囲がある場合は取付位置を御指示下さい。 

 

該当なしになります。 



 

 

 

〔様式第１３号〕  回答 9 

 

図番 A－１９９／Ｄ－２８ 

一般部分詳細図－４の屋上出入口において、出入口

上部庇の取付位置が平面図。平面詳細図では見当た

りません。該当範囲がある場合は範囲・寸法を御指示

下さい。 

 

該当なしになります。 

図番Ａ－０１３・１９９／Ｄ－３４ 

またの免震継手の組数が一般部分詳細図－４の免震

継手要領図（横引取付型）で１４組数、中間免震層平

面図では１２組数と相違しています。免震継手要領

図（横引取付型）を正と考えて宜しいでしょうか｡ 

 

よろしいです。 

図Ａ－０１４・０４７ 

屋根付き広場の床仕上において、矩計図－３で外装

床タイルの記入がありますが、範囲は１Ｆ平面図よ

りＸ６通前、Ｗ４５００、Ｙ１～９間と考えて宜しい

でしょうか。 

範囲については質問のとおりで

す。仕様は IR(ｲﾝﾀｰﾛｯｷﾝｸﾞ)として

ください。 

※外装床タイルが誤記となりま

す。 
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図Ａ－３００・３０４ 

また、ＥＸＰ．Ｊ詳細図－１・５では上記範囲が再生

木デッキ範囲で相違しています。 

ＥＸＰ．Ｊ詳細図－５／外周－２の外装タイル納ま

りの詳細を御指示下さい。 

契約後別途協議といたします。 

図番 A－３５１－２ 

サイン意匠図２のＥＸ０６外壁市章サインにおい

て、下地補強が建築工事と記入がありますが、部材寸

法・ピッチは下記のように考えて宜しいでしょうか。 

■竪材：Ｌ－７５×７５×９ Ｌ３０００ 

よろしいです。 
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５本 

■横材：Ｌ－９０×９０×７ Ｌ３０００ 

２本 

 

図番Ａ－０８３・０８４ 

階段詳細図－１・２の２階平面図において、手摺部に

点字表示の記入がありますが、仕様を御指示下さい。 

 

A-349-2 サインリスト 2 を参照く

ださい。 

（内部）  

図番Ａ－１３３ 

Ｂ1 階天井伏図において、Ｂ１階ＥＶホールの天井に

梁型がございますが仕上は、ＲＣ面ＥＰ－Ｓｉ塗装

と考えて宜しいでしょうか。 

 

ELV ﾎｰﾙB1-1はすべて岩綿吸音板

としてください。 

 

図番Ａ－０８６ 

Ｂ１階平面詳細図－１において、駐車場Ｘ５－６／

Ｙ３－４にポストがございますが仕様を御指示下さ

い。 

 

下記としてください。 

ﾀﾞｲﾔﾙ錠 前入前出 

W300×D392×H150 

杉田エース「PM-50A」同等品以上 

図番Ａ－０７４ 

西コア詳細図-1Ｂ１階平面図において、ＡＬＣ＋特

殊塗料とございますが仕様を御指示下さい。 

 

契約後別途協議といたします。 

図番Ａ－００２ 

内部仕上表－１において、地下 1 階天井仕上で『天

井あらわし』とございますが、普通型枠外しのまま』

と考えて宜しいでしょうか。 

 

よろしいです。 

図番Ａ－００２ 

上記において、『天井あらわし』部分の梁型は、コン

クリート打放し仕上と考えて宜しいでしょうか。 

 

よろしいです。 

 

図番Ａ－０７９ 

上記通水口は、地下１階下はマットスラブ部分がご

ざいますが、通水管の長さを御指示下さい。 

 

L245 としてください。 
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図番Ａ－０４８・０８６～０８９ 

駐車場の地中外壁側の仕上は下記のように相違して

います。平面詳細図を正と考えて宜しいでしょうか。 

・平面詳細図：ＲＷ（コンクリート打放） 

・矩計図：Ｃ打ち放しＦＣＣ塗装 

 

よろしいです。 

図番Ａ－００２・０８６～０８９ 

内部仕上表において、Ｂ１階ＰＳ・ＤＳ･ＥＰＳ・Ｃ

ＰＳの壁仕上がコンクリート打放しとなっています

が、Ｂ１階平面詳細図でコンクリート打放し＋フッ

素樹脂クリア塗装又は記載の無い部分がございま

す。平面詳細図に記載のある場所を正とし、記載の無

い部分はコンクリート打放しと考えて宜しいでしょ

うか。 

 

 

よろしいです。 

図番Ａ－００２ 

内部仕上表において、Ｂ１階ＰＳ・ＤＳ･ＥＰＳ・Ｃ

ＰＳの床下地がＦ３・Ｆ１２とございますが、床の仕

上げは防塵床材ですが、Ｆ１２は、鋼製床下地となっ

ています。Ｆ１２はＦ１５湧水処理層に読み替えて

宜しいでしょうか。 

 

A-002 外部仕上表・内部仕上表-1

の下記を参照ください。 

B1 階 EPS/CPS/ 地 熱 用

PS/OPS/DS 

図面Ａ－０５７･０６４ 

Ｂ１Ｆトイレの壁仕上が下記のように相違していま

す。展開図を正と考えて宜しいでしょうか。 

 展開図：ＥＰ塗装 

 中央コア詳細図：Ｃ－Ｓｉ 

 

A-057 中央コア詳細図-1 を正と

してください。 

上記においてＣ－Ｓｉが正の場合、仕様を御指示下

さい。 

 

EP-Si 塗装としてください。 

図面Ａ－０８６～０８９・１９９ 

一般部分詳細図－４ Ｄ－３０地下階外壁周り二重

壁で二重壁裏にケイ酸質系塗布防水がございます

二重壁裏および EV ﾋﾟｯﾄ 壁、配管

ﾋﾟｯﾄ等壁、ガソリントラップ壁が

該当になります。 
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が、Ｂ１階平面詳細図では、ＲＷ又は、ＲＷ＋Ｉの表

記となっています。地下外壁側のケイ酸質系塗布防

水は二重壁裏のみと考えて宜しいでしょうか。 

上記に倣い、Ｂ２階地下外壁側は、露出部分はコンク

リート打放、二重壁裏は塗膜防水と考えて宜しいで

しょうか。 

 

よろしいです。 

図面Ａ－０２２・０８７ 

Ｂ１階地熱用ＰＳの壁仕上が下記のように相違して

います。平面詳細図を正と考えて宜しいでしょうか。 

・仕上表：コンクリート打放 

・平面詳細図：グラスウールボード 

 

よろしいです。 

図面Ａ－３０１ 

ＥＸＰ．Ｊ詳細図－２において、床コンクリート充填

に『補強材』とございますが、仕様は溶接金網φ６－

１００×１００と考えて宜しいでしょうか。 

 

よろしいです。 

図面Ａ－５３２ 

地下鉄地下連絡通路計画図－４において、壁納まり

詳細図で二重壁下部に巾木：ＳＵＳ－ＰＬ曲げ加工

とございますが、内部仕上表で地下鉄地下連絡通路

は内装壁タイルとなっています。地下鉄地下連絡通

路計画図－４を正と考えて宜しいでしょうか。 

A-002 外部仕上表・内部仕上表-1

を正としてください。 

上記、ＳＵＳ－ＰＬ曲げ加工は、ｔ１．５加工 Ｈ１

００と考えて宜しいでしょうか。 

 

上記による。 

図番Ａ－００５・Ａ－１００ 

5 階通路５－４・５の仕上表の備考欄に『廊下手摺

（両側）』の記載がございますが、平面詳細図に設置

範囲の記載は見当たりません。仕上表を正と考え通

路全面に手摺を見込むものと考えて宜しいでしょう

か。 

 

A-100 5 階平面詳細図-1 を正とし

てください。 

図番Ａ－００５・Ａ－１５９ 

4 階ＥＬＶホール４の展開図でＢ面のＥＬＶ前のみ、

よろしいです。 
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『Ｈ：内壁タイル』の記載がございます。Ｄ面のＥＬ

Ｖ前には『Ｈ』の記載はございませんので、Ｂ面のＥ

ＬＶ前のみ『Ｈ：内壁タイル』と考えて宜しいでしょ

うか。 

 

図番Ａ－０９６ 

３階Ｘ６通りのメンテナンス通路について仕上表に

記載が見当たりません。仕上は通路３－１にならう

ものと考えて宜しいでしょうか。 

 

 

下記としてください。 

床：コンクリートコテ押え 

巾木：無し 

壁：A-096 平面詳細図に倣う 

天井：天井あらわし 

図番Ａ－０９６ 

３階Ｘ６通りのメンテナンス通路に階段がございま

す。段部の仕上、手摺等については、下記の様に考え

て宜しいでしょうか。 

① 踏面：モルタルの上、ビニル床タイル A 

② 蹴上：ＰＬ面に、ビニル床タイル A 

③ 段鼻：屋内階段のノンスリップと同様 

④ 手摺：廊下の壁付手摺と同仕様 

 

下記としてください。 

① 踏面：縞鋼板 SOP 

② 蹴上：ＰＬ面に SOP 

③ 段鼻：なし 

④ 手摺：なし 

 

図番Ａ－００８・１５９－１２・３３２・３３３ 

１５階ＥＬＶホールの巾木が仕上表で『木 ６０』の

記載がございますが、１５階ＥＬＶホールの壁仕上

は化粧鋼板ですので、化粧鋼板詳細図より巾木はス

チールに読み替えて宜しいでしょうか。 

 

よろしいです。 

図番Ａ－００８・１５９－１２ 

１５階ＥＬＶホールの天井高さにおいて、仕上表で

『ＣＨ＝３０００』の記載がございますが、展開図で

は『ＣＨ＝２７００』となっております。天井伏図等

より、仕上表を正と考え『ＣＨ＝３０００』を正と考

えて宜しいでしょうか。 

 

 

よろしいです。 

図番Ａ－００４・Ａ－０９４ 

２階通路２－６の壁仕上において、仕上表と平面詳

よろしいです。 
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細図の凡例で下記の様に相違しております。仕上表

を正と考えて宜しいでしょうか。 

・仕上表：化粧けいカル板 

・平面詳細図：内壁壁タイル（凡例：Ｈ） 

 

 

図番Ａ－００４・Ａ－１３５ 

２階ＥＬＶホール２・通路２－１～６・附室２－１・

２の天井高さにおいて、仕上表と天井伏図で、それぞ

れ下記の様に相違しております。天井伏図を正と考

えて宜しいでしょうか。 

① ２階ＥＬＶホール２ 

・ 天井伏図…ＣＨ３２００ 

・ 仕上表…ＣＨ３５００ 

② ２階通路２－１～５ 

・ 天井伏図…ＣＨ３２００ 

・ 仕上表…ＣＨ３３００ 

③ ２階通路２－６ 

・ 天井伏図…ＣＨ３２００ 

・ 仕上表…ＣＨ２４００ 

④２階附室２－１・２ 

・ 天井伏図…ＣＨ３２００ 

・ 仕上表…ＣＨ３５００ 

 

仕上表を正としてください。 

図番Ａ－００４・Ａ－１３５ 

上記の質疑で天井高さを仕上表を正と考えた場合、

２階ＥＬＶホールの２の天井高さがＣＨ３５００

で、取合う通路の天井高さがＣＨ３３００ですので

ＥＬＶホール～通路間に下り壁が必要になるものと

考えられますが、天井伏図に下がり天井の記載が見

当たりません。『下り天井－２』を見込むものと考え

て宜しいでしょうか。 

 

 

よろしいです。 

図番Ａ－００５～００６・Ａ－１４３ 

６～１３階執務室の天井で仕上表で放射空調パネル

よろしいです。 

 『※天井下地は揺れ防止措置を
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が別途工事とございます。執務室天井詳細図に『※天

井下地は揺れ防止措置を講ずること』の記載がござ

います。天井が放射空調パネルの部分は下記の様に

考えて宜しいでしょうか。 

① 放射空調パネル：別途工事 

② 天井下地：建築工事 

 

 

講ずること』は誤記となります。 

 

図番Ａ－１００ 

執務室５－２～５において、平面詳細図の５－３の

トイレには手摺の図示がありますが５－２と５－４

と５－５には手摺の図示がありません。５－２と５

－４と５－５には手摺は不要と考えて宜しいでしょ

うか。 

 

 

 

手摺は有りとしてください。 

図番Ａ－１００・３３６ 

５階執務室において、カウンター（Ｋ５－１） 

がありますが５階平面詳細図―１と高層部造作家具

詳細図―１で寸法、納まりが相違しています。５階執

務室のカウンター（Ｋ５－１）の納まりをご指示くだ

さい。 

 

 

 

 

A-336 高層部造作家具詳細図-1 を

正としてください。 

図番Ａ－１００・３３６ 

前項５階執務室のカウンター（Ｋ５－１）において、

高層部造作家具詳細図―１では扉がカウンター取り

付けとなっておりますが平面詳細図で間仕切取付と

なっており相違しています。カウンター横の扉の取

付位置、材種、仕上、寸法、仕様等をご指示ください。 

 

 

 

材種・仕上は宮城県産杉小径木練

付合板仕上、扉丁番はスプリング

自由丁番としてください。取付位

置・寸法は図示の通りです。 
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図番Ａ－１００・２０９ 

応接室５－１において、展示壁（Ｄ－１１６）の壁仕

上が５階平面詳細図―１と一般部分詳細図―１４で

相違しています。一般部分詳細図―１４を正とし、以

下のように考えて宜しいでしょうか。 

・５階平面詳細図―１  

ＬＷ－Ｓｉ＋Ｆ 

・一般部分詳細図―１４ 

ＬＷ－Ｓｉの上天然木練付合板と 

ＬＷ－Ｓｉの上特殊左官材 

 

 

よろしいです。 

図番Ａ－３２６ 

移動間仕切り詳細図（１）において、ＳＬＷ 

５Ｆ－０２、０３に両開き戸の図示があり内 

装工事と記載がありますが両開き戸の寸法、 

材種、仕上、仕様等の詳細をご指示ください。 

 

 

 

両開き戸は不要としてください。 

図番Ａ－１００・２０７ 

執務室５－１において、５階平面詳細図－１にミニ

キッチンＡ（Ｄ－９６）と記載がありますが一般部分

詳細図ではＤ－９６はＯＡフロアスロープになって

おり相違しています。執務室５－１のミニキッチン

Ａの詳細をご指示ください。 

 

 

 

A-208 一般部分詳細図-13 の D-

112 を正としてください。 

図番Ａ－１１８ 

１４階執務室１４－１において、１４階平面詳細図

―１にミニキッチンＡと記載がありますがミニキッ

チンＡの詳細をご指示ください。 

 

 

 

A-208 一般部分詳細図-13 の D-

112 を正としてください。 
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図番Ａ－１１８・２０２ 

執務室１４－３・４において、姿見（Ｄ－５７）の記

載がありますが寸法が平面詳細図と一般部分詳細図

で相違しています。一般部分詳細図を正とし、以下の

ように考えて宜しいでしょうか。 

・１４階平面詳細図―１ 

Ｗ９００×Ｈ２，４００ 

・一般部分詳細図－７ 

Ｗ５００×Ｈ２，３４０ 

 

よろしいです。 

図番Ａ－００４・０１０ 

内部仕上表において、下記部屋の床下地はＦ２１

と記載がございますが、エレメント図に記載がな

い為、Ｆ１２に読み替えて宜しいでしょうか。 

・ 更衣室４－１・２ 

・ 宿直室・シャワー室１・２ 

 

よろしいです。 

図番Ａ－００５・０９９ 

４階宿直室・シャワー室のスラブレベルが下記の

様に相違しておりますが、内部仕上表を正と考え

て宜しいでしょうか。 

・内部仕上表   ：－１００ 

・平面詳細図   ：－３００ 

A-099 4 階平面詳細図-2 を正とし

てください。 

図番Ａ－００４・０９９ 

４階共同作業室のスラブレベルが下記の様に相違

しておりますが、内部仕上表を正と考えて宜しい

でしょうか。 

・内部仕上表   ：－１０ 

・平面詳細図   ：－３００ 

 

A-099 4 階平面詳細図-2 を正とし

てください。 

図番Ａ－００４・Ａ－０９８内部仕上表において、

４Ｆマシン室の壁下地はＬＷ１と記載がございま

すが、平面詳細図より、ＬＷ７と考えて宜しいで

しょうか。 

 

よろしいです。 
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図番Ａ－０９８ 

４階執務室４－４に化粧鋼板（Ｄ）の記載がござい

ますが、展開図に種別の記載がございません。ビ

ニルクロス（Ａ）に読み替えると考えて宜しいで

しょうか。 

 

 

よろしいです。 

図番Ａ－００４・０４６・０９６ 

３階ＭＤＦ室の壁仕上が下記の様に相違しており

ますが、平面詳細図を正と考えて宜しいでしょう

か。 

・内部仕上表：ＥＰ－Ｓｉ塗装 

・矩計図  ：素地 

・平面詳細図：グラスウールボード 

 

A-004 内部仕上表-3 を正として

ください。 

図番Ａ－００４・０９６ 

サーバー室の壁仕上が下記の様に相違しておりま

すが、内部仕上表を正と考えて宜しいでしょうか。 

・内部仕上表：グラスウールボード 

・平面詳細図：石膏ボード素地 

 

A-004 内部仕上表-3 を正として

ください。 

※内部仕上表：石膏ボードの上 

ＥＰ－Ｓｉ塗装 

図番Ａ－００４・１３６ 

３階ＭＤＦ・サーバー室の天井仕上が下記の様に

相違しておりますが、内部仕上表を正と考えて宜

しいでしょうか。 

・内部仕上表：ＥＰ－Ｓｉ塗装 

・天井伏図 ：石膏ボード素地 

 

A-004 内部仕上表-3 を正として

ください。 

※内部仕上表：グラスウールボー

ド 

図番Ａ－０９７・２０７ 

３階非常用発電機室に取り付く機械基礎（Ｄ－１

００）の寸法が下記の様に相違しておりますが、

一般部分詳細図を正と考えて宜しいでしょうか。 

・平面詳細図  ：１８５０ 

・一般部分詳細図：１８００ 

 

 

A-097 3 階平面詳細図-2 を正とし

てください。 

※平面詳細図：1860 
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図番Ａ－０９６・０９７ 

高圧電気室の壁仕上が下記の様に相違しておりま

すが、平面詳細図を正と考えて宜しいでしょうか。 

・内部仕上表：石膏ボード素地 

・平面詳細図：グラスウールボード 

よろしいです。 

図番Ａ－００４・０９６ 

３階受水槽・空調ポンプ室において、外壁側の壁仕

上が下記の様に相違しておりますが、内部仕上表

を正と考えて宜しいでしょうか。 

・内部仕上表：グラスウールボード 

・矩計図・平面詳細図：断熱材表し 

A-096 3 階平面詳細図-1 を正とし

てください。 

図番Ａ－００４・０４９・０９６ 

３階倉庫－２の壁仕上が下記の様に相違しており

ますが、内部仕上表・平面詳細図を正と考えて宜

しいでしょうか。 

・内部仕上表・平面詳細図 

：ＥＰ－Ｓｉ塗装 

・矩計図   ：グラスウールボード 

よろしいです。 

図番Ａ－００４・０９６ 

内部仕上表において、３ＦＵＰＳ室の壁下地にＬ

Ｗ１と記載がございますが、平面詳細図より、Ｌ

Ｗ５に読み替えて宜しいでしょうか。 

よろしいです。 

図番Ａ－００４・０９６ 

３階ＵＰＳ室の壁仕上が下記の様に相違しており

ますが、平面詳細図を正と考えて宜しいでしょう

か。 

・内部仕上表：ＥＰ－Ｓｉ塗装 

・平面詳細図：グラスウールボード 

 

よろしいです。 

図番Ａ－００４・１３６ 

３階ＵＰＳ室の天井仕上が下記の様に相違してお

りますが、内部仕上表を正と考えて宜しいでしょ

うか。 

・内部仕上表：グラスウールボード 

・天井伏図 ：石膏ボード素地 

 

よろしいです。 
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図番Ａ－００４・０９７ 

消火設備室の外壁側の仕上が下記の様に相違して

おりますが、内部仕上表を正と考えて宜しいでし

ょうか。 

・内部仕上表：グラスウールボード 

・平面詳細図：断熱材表し 

 

A-097 3 階平面詳細図-2 を正とし

てください。 

図番Ａ－０９７ 

消火設備室において、下図の機械基礎は３３００

×４００×Ｈ６００×５と記載がございますが、

１０００×１０００×Ｈ６００×２と考えて宜し

いでしょうか。 

 

よろしいです。 

図番Ａ－００４・０９７ 

平面詳細図において、３階トイレ（男）・（女）・Ｓ

Ｋの壁はＬＷ１・４と記載がございますが、内部

仕上表より、ＬＷ２と考えて宜しいでしょうか。 

A-097 3 階平面詳細図-2 を正とし

てください。 

図番Ａ－００８・１２２ 

Ｒ階防災無線の壁下地が下記の様に相違しており

ますが、内部仕上表を正と考えて宜しいでしょう

か。 

・内部仕上表：ＬＷ１ 

・平面詳細図：ＬＷ０ 

よろしいです。 

図番Ａ－００８・１２２・１２３ 

Ｒ階ＥＬＶ機械室Ｒ－１～３の壁下地が下記の様

に相違しておりますが、内部仕上表を正と考えて

宜しいでしょうか。 

・内部仕上表：ＬＷ１ 

・平面詳細図：ＬＷ０ 

 

よろしいです。 
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図番Ａ－０９８・０９９ 

４階平面詳細図において、会議室廻りにＰＴ３（パ

ーテーション）の記載がございますが、こちらの

パーテーションの詳細図がございません。こちら

のパーテーションの仕様・寸法・メーカー品番に

ついてご指示下さい。 

A-331 スチールパーティション

詳細図-4 の AAP 高遮音仕様（オ

カムラ：PRECEDE 同等品以上）

としてください。 

PT3 会議室４－１～３ 

L20720×2700 

PT3 会議室４－４～６ 

L24830×2700 

PT3 会議室４－７～９ 

L45660×2700 

PT3 会議室４－１０～１２ 

L22400×2700 

PT3 会議室４－１３～１９ 

L55625×2700 

図番Ａ－００８・１２３ 

Ｒ階ポンプ室の壁下地が下記の様に相違しており

ますが、内部仕上表を正と考えて宜しいでしょう

か。 

・内部仕上表：ＬＷ１ 

・平面詳細図：ＡＬＣ素地あらわし 

よろしいです。 

図番Ａ－０６０・０６１・０９８・０９９ 

４・５階平面詳細図に中央コア詳細図参照と記載

がございますが、４・５Ｆの中央コア詳細図の記

載がございません。６・７Ｆ（偶数・奇数階）に倣

うと考えて宜しいでしょうか。 

よろしいです。 

図番Ａ－０６５ 

１・２階トイレ・１－１／Ａ面の手洗器等裏にライニ

ングの図示がございますが、B 面に記載がございま

せん。ライニングは必要と考えて宜しいでしょうか。 

 

よろしいです。 

図番Ａ－０６５ 

トイレ展開図において、１・２Ｆトイレ１－１の展開

図が 2 つございますが、ベビーシートの記載がある

展開図をトイレ１－２に読み替えて宜しいでしょう

か。 

 

よろしいです。 
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図番Ａ－０６５・０８４・２０２ 

トイレ展開図において、１・２Ｆトイレ１－１・２及

び1F/1-3･4に記載の鏡の仕様は一般部分詳細図部－

７／Ｄ－５９~６１に倣い、寸法は６００×９００と

考えて宜しいでしょうか。 

よろしいです。 

図番Ａ－０８４ 

ひろびろトイレ１－２において、洗い場がございま

すが、こちらの仕様・寸法・メーカー品番についてご

指示下さい。 

A-202 一般部分詳細図-7 の D-63 

介助犬用トイレを参照ください。 

図番Ａ－０８５・１３５ 

天井伏図において、２階トイレ２－２に下り天井の

記載がございますが、展開図に記載がございません。

下り天井は不要と考えて宜しいでしょうか。 

 

A-085 トイレ詳細図-2（低層部）

の 2 階平面図を正とし、下り天井

を見込んでください。 

図番Ａ－０５９ 

２階ひろびろトイレにおいて、下記の記載がござい

ますが、こちらの仕様・寸法・取付用下地・ﾒｰｶｰ品番

についてご指示下さい。 

① 多目的シート 

② オスメイト用鏡 

③ 汚物入れ 

 

下記としてください。 

① TOTO EWC520BRS同等品以

上 

② TOTO YM6090A 一式同等品

以上 

③ TOTO YKB101 同等品以上 

図番Ａ－０５９ 

トイレ（男・女）１～2 において、パウダーコーナー

の記載がございますが、平面図に記載がございませ

ん。不要と考えて宜しいでしょうか。 

 

よろしいです。 

図番Ａ－０５９ 

トイレに差替台の記載がございますが、こちらの仕

様・寸法・取付用下地・メーカー品番についてご指示

下さい。 

TOTO YKA41R 同等品以上とし

てください。 

図番Ａ－００３・００９ 

執務室２－３の天井下地が”Ｃ＊＊”と記載がござい

ますが、Ｃ１７と考えて宜しいでしょうか。 

 

よろしいです。 

図番Ａ－００９・１４３ 「※天井下地は揺れ防止のため耐



 

 

 

〔様式第１３号〕  回答 9 

 

Ｃ１７特殊エレメント（放射空調パネル）において

「※天井下地は揺れ防止のため耐震天井同等の仕様

とする」とございますが放射空調パネルが別途工事

より耐震天井下地も別途と考えて宜しいでしょう

か。 

 

震天井同等の仕様とする」は誤記

となります。 

天井下地は本工事となります。 

図番Ａ－００９・１４３ 

上記、耐震天井下地が建築工事の場合は仕様、詳細を

ご指示下さい。 

 

上記による。 

図番Ａ－０９４ 

執務室２－３内にＰＴ１（パーテーション）の記載が

ございますが、詳細が不明です。こちらのパーテーシ

ョンの詳細についてご指示下さい。 

契約後別途協議といたします。 

図番Ａ－０９４・１４６ 

平面詳細図において、執務室２－４／Ｂ面の仕上の

記号は“Ｈ”と記載がございますが、展開図より、A(ビ

ニルクロス)と考えて宜しいでしょうか。 

よろしいです。 

図番Ａ－１４２ 

１４階天井伏図において、執務室１４－１０、１４－

５内に将来間仕切想定位置と記載がございますが、

本工事では範囲対象外と考えてよろしいでしょう

か。 

 

よろしいです。 

図番Ａ－１４２ 

前項において本工事の場合、間仕切の仕様等 詳細

をご指示下さい。 

上記による。 

図番Ａ－０５・１３０･１３１ 

議場断面詳細図－３・４において、Ｙ１通りに遮音間

仕切の記載がございますが、１１．４ｍと高い間仕切

となります。 

新増築工事特記仕様書－３において、軽鉄壁下地（５

ｍ超）の商品名より、１０．０ｍ以下までしか対応し

ておりませんので、補強鉄骨が必要と考えてよろし

いでしょうか。 

 

契約後別途協議といたします。 



 

 

 

〔様式第１３号〕  回答 9 

 

図番Ａ－０５・１３０･１３１ 

前項において補強鉄骨が必要な場合、寸法、仕様等 

詳細をご指示下さい。 

 

契約後別途協議といたします。 

図番Ａ－１３０、構造図Ｓ－１１１ 

議場断面詳細図において、議場のスラブ天端がＲＦ

＋２４００の記載がございますが、構造図 ＰＨ１

階伏図では、ＲＦ＋２２１０（ＲＨ１Ｆ－２６９０）

と相違しております。 

意匠図を正とし、議場スラブ天端はＲＦ＋２４００

と考えてよろしいでしょうか。 

水下の防水面を RFL+2400 とし、

スラブ天端は構造図を正としてく

ださい。 

図番Ａ－１２１ 

１５階平面詳細図－２において、下図部 会議室１

５－６D 面はＳｉ：ＧＷ充填の記載がございますの

で、ＬＷ７：耐火遮音間仕切に読み替えてよろしいで

しょうか。 

 

 

よろしいです。 

図番Ａ－１２０･１２７ 

１５階平面詳細図－１において、調整室、親子席は特

記なき限りＬＷ１＋Ａと記載がございますが、議場

平面詳細図－２では調整室、親子席廻りにＧＷ充填

のような図示があり相違しております。 

議場平面詳細図－２を正とし、調整室、親子席廻りに

よろしいです。 
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ＧＷ充填が必要と考えてよろしいでしょうか。 

 

図番Ａ－０５９ 

中央コア詳細図－３において、ひろびろトイレ１－

１・２－１、共用トイレ１－１・１－２の間仕切は特

記なき限りＬＷ２＋Ｂ、ハッチング部はＬＷ２－Ｓ

ｉ＋Ｂとすると記載がございますが、トイレ廻りに

ハッチングの記載がございません。 

トイレ廻りの間仕切は通路に面しているためＧＷ充

填が必要と思われますので、トイレ廻りの間仕切は

ＬＷ２＋Ｓｉ＋Ｂに読み替えてよろしいでしょう

か。 

 

A-059 中央コア詳細図-3 を正と

してください。 

図番Ａ－０９４ 

２階平面詳細図－１において、下図部 Ｘ６／Ｙ９

通り ＰＳ A・D 面は防火区画ですので、ＬＷ６：

片面耐火間仕切に読み替えてよろしいでしょうか。 

 

A-094 2階平面詳細図-1を正とし、

契約後別途協議といたします。 

図番Ａ－００８・１２０ 

１５階調整室壁仕上において、仕上表（グラスウール

ボード（黒））と平面詳細図（ビニルクロス）で相違

しています。仕上表を正と考えて宜しいでしょうか。 

 

よろしいです。 

図番Ａ－１３０ 

１４階議場において、議長席裏隔壁仕上（ケヤキ練付

漆風の塗装）の仕様（メーカー名・品番）をご指示下

㈱徳正合板「宮城県産ケヤキ不燃

抗菌突板化粧板 モエネオ（漆風

塗装仕上げ）」同等品以上としてく
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さい。 ださい。 

図番Ａ－１３０ 

１４階議場において、議長席裏隔壁（ＧＢ－Ｒｔ１

２．５＋ケイカル板ｔ6＋ケヤキ練付漆風塗装）下地

の図示がございません。軽鉄間仕切（Ｗ１００ @４

５５ 二重組）と考えて宜しいでしょうか。 

※鉄骨補強材（□－１５０×１５０・Ｈ－１５０×１

５０）がございますので一般軽鉄と考えております。 

 

よろしいです。 

図番Ａ－００３・０９２ 

１階風除室北において、仕上表備考欄に靴拭きマッ

トとございますが平面詳細図に図示ございません。

仕様、詳細、寸法をご指示下さい。 

ミヅシ「Clic-19 ニードルパンチ

タイプ」同等品以上としてくださ

い。 

※範囲は風除室全面になります。 

図番Ａ－０９２ 

１階風除室北にございますインターホーン基礎（５

００角×Ｈ１５０）の仕上の図示がございません。コ

ンクリート打放仕上と考えて宜しいでしょうか。 

 

契約後別途協議といたします。 

図番Ａ－００９・０４７ 

 1 階ロビー他天井（木ルーバー１）において､エレメ

ント図（Ｃ１３）と矩計図で下記の様に相違していま

す。矩計図を正と考えて宜しいでしょうか。 

・矩計図：石膏ボードｔ９．５+岩綿吸音板ｔ9 

＋木製ルーバー 

・エレメント図（Ｃ１３） 

：石膏ボードｔ９．５＋９．５＋木ルーバー杉／

石膏ボード９．５＋９．５＋グラスウールボード

ｔ２５（黒） 

設備ライン-１：石膏ボードｔ９．５+岩綿吸音板

ｔ9／石膏ボードｔ９．５＋ＥＰ（黒） 

下り壁：石膏ボードｔ１２．５＋ＥＰ（黒） 

 

A-009 エレメント図-1 の C13 を

正としてください。 

図番Ａ－００９・１３４ 

上記、天井仕上において、エレメント図を正と考えた

場合、木ルーバーと設備ラインとの施工範囲が天井

伏図より判断できません。各天井仕上の施工範囲を

A-134 1 階天井伏図を参照くださ

い。 

斜線ハッチ掛け部分が木ルーバー

部、白抜き部分が設備ラインとな
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明確にご指示下さい。 

 

ります。 

図番Ａ－００９・１３４ 

上記、天井仕上において、エレメント図を正と考えた

場合、下り壁（石膏ボードｔ１２．５＋ＥＰ（黒））

のＨ寸法をご指示下さい。 

 

H=75mm としてください。 

図番Ａ－００９ 

エレメント図（Ｃ１３）において、「＊天井下地は揺

れ防止のため耐震天井同等の仕様とすること」とご

ざいます。メーカー名・品番をご指示下さい。 

 

 

「＊天井下地は揺れ防止のため耐

震天井同等の仕様とすること」は

誤記となります。 

図番Ａ－００７・０６２ 

１４階ＥＬＶ機械室床仕上において、仕上表（ビニル

床タイルＡ）と中央コア詳細図（防塵塗装）で相違し

ています。中央コア詳細図を正と考えて宜しいでし

ょうか。 

 

 

よろしいです。 

図番Ａ―０６２・０７７ 

１４階ＥＬＶ機械室に階段がございますが鉄骨階段

とし、ＳＯＰ塗と考えて宜しいでしょうか。 

 

 

 

よろしいです。 

図番Ａ－０６２ 

１４階ＥＬＶ機械室において、中央コア詳細図にＡ

ＬＣ板の図示がございますが板厚の図示がございま

せん。ｔ１００ 竪張と考えて宜しいでしょうか。 

 

 

よろしいです。 

図番Ａ－０６２ 

１４階ＥＬＶ機械室において、図面に手摺の図示が

ございませんが不要でしょうか。必要の場合は仕様、

詳細をご指示下さい。 

A-193 部分詳細図-4 の手摺詳細

図としてください。 
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図番Ａ－００７・ 

１４階通路１４－７壁仕上において、仕上表（天然木

練付化粧板）と議場断面詳細図（化粧鋼板）で相違し

ています。仕上表を正とし天然木練付化粧合板と考

えて宜しいでしょうか。 

 

 

よろしいです。 

図番Ａ－００７・０５３ 

１４階ロビーの天井高さにおいて、仕上表（ＣH２７

００）と矩計図（ＣH３０００）で相違しています。

仕上表を正としＣH２７００と考えて宜しいでしょ

うか。 

 

A-053 矩計図-9 を正としてくだ

さい。 

図番Ａ－３４９－１・３５０－１～１９ 

サインリストとサインプロットにおいて、以下のサ

インの数量が相違しております。サインプロットの

数量を正と考えて宜しいでしょうか。 

サインＮｏ．  リスト   プロット 

Ｙ－０２（１Ｆ） ２      １ 

Ｋ－１１（２Ｆ） ２６     ２８ 

Ｋ－１９（１Ｆ） ３      ２ 

Ｕ－１（１Ｆ） ９７ｍ程度  １２０ｍ 

   （２Ｆ）１２４ｍ程度  １２０ｍ 

 

下記としてください。 

Y-02(1F)：1 

K-11(2F)：26 

K-19(1F)：3 

U-1(1F)：120m 

U-1(2F)：120m 

図番Ａ－３４９－４・３５０－１７～１８ 

１４階・１５階サインプロットにおいて「Ｕ－０６ 

掲示板」と指示がございますが、サインリスト４でＵ

－０６は展示スペースサインとなっておりサインＮ

ｏ．と名称が相違しております。サインリスト４の数

量よりサイン名称を正とし、１４階・１５階の「Ｕ－

０６ 掲示板」は「Ｕ－０５ 掲示板」に読み替える

と考えて宜しいでしょうか。 

よろしいです。 

図番Ａ－３４９－４・３５０－１８ 

１５階サインプロットにおいて「Ｕ－０８ 展望ロ

ビーサイン」と指示がございますが、サインリスト４

よろしいです。 



 

 

 

〔様式第１３号〕  回答 9 

 

でＵ－０８はＥＬＶ前デジタルサイネージとなって

おりサインＮｏ．と名称が相違しております。設置箇

所よりサイン名称を正とし、「Ｕ－０８ 展望ロビー

サイン」は「Ｕ－０７ 展望ロビーサイン」に読み替

えると考えて宜しいでしょうか。 

図番Ａ－３５０－５ 

２階サインプロットにおいてＫ－１２トイレピクト

サインＡの数量は６か所と記載がございますが、プ

ロット内の記号が４か所となっており数量が相違し

ております。トイレ２－１・２に指示がございません

ので、こちらに２か所見込むと考えて宜しいでしょ

うか。 

（見込み後：６か所で数量が一致） 

 

8 か所としてください。設置場所

は契約後別途協議といたします。 

 

図番Ａ－３５０－４ 

１階サインプロットにおいてＫ－１４突出トイレピ

クトサインの数量は４と記載がございますが、プロ

ット内の記号が５か所となっており数量が相違して

おります。附室１－１にＫ－１４の指示がございま

すが、トイレピクトサインのため不要としＫ－１４

の数量は４と考えて宜しいでしょうか。 

よろしいです。 

図番Ａ－３５０－２ 

Ｂ１階サインプロットにおいて階段室東にＫ－１７

ＥＶ前階数表示サインＡの指示がございますが、取

付箇所よりＫ－１９階段室階数表示サインに読み替

えると考えて宜しいでしょうか。 

よろしいです。 

上項を正とした場合、Ｂ１階のＫ－１７ＥＶ前階数

表示サインＡとＫ－１９階段室階数表示サインの数

量が以下のようにサインリストと相違します。サイ

ンプロットの数量を正と考えて宜しいでしょうか。 

サインＮｏ．  リスト  プロット 

Ｋ－１７     １    ２ 

Ｋ－１９     ４    ３ 

サインリストを正としてくださ

い。K-19 の設置場所は契約後別途

協議といたします。 

図番Ａ－３５０－４ 

１階サインプロットにおいてＫ－１７階段室階数表

示サインの数量は３と記載がございますが、プロッ

K-19 階段室階数表示サインはプ

ロット記号を正とし、数量は 2 と

してください。 
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ト内の記号が２か所となっており相違しておりま

す。階段室東に指示が無いため１か所見込み、１階の

Ｋ－１７の数量は３と考えて宜しいでしょうか。 

図番Ａ－１００・３３６ 

５階平面詳細図－１と高層部造作家具詳細図－１に

おいて、以下の家具の数量が相違しております。 

 家具    平面詳細図  家具詳細図 

Ｋ－５－７    ４      ３ 

Ｋ－５－８    ０      １ 

 

高層部造作家具詳細図－１の取付箇所より、平面詳

細図 執務室５－２のＫ－５－７をＫ－５－８に読

み替えると考えて宜しいでしょうか。 

（読替え後：家具詳細図の数量と一致） 

 

よろしいです。 

（建具）  

図番Ａ－１６１－４ 

２階建具案内図において、以下の箇所に建具番号の

記載が無い建具がございます。以下の建具の建具番

号をご指示ください。 

・ Ｘ１／Ｙ４－５ 

・ Ｘ２－３／Ｙ５－６ 執務室２－５ 

下記としてください。 

・Ｘ１／Ｙ４－５：SD 共 05 

・Ｘ２－３／Ｙ５－６ 執務室２

－５：SD2F11 

図番Ａ－１６１－６～１１ 

建具案内図において、以下に戸の記載がございます

が建具番号がございません。建具番号をご指示くだ

さい。 

・執務室１４－５、６ ＰＳ 

・１Ｆ 倉庫（１） 

倉庫（２） 

休憩室 

    社員出入口 

契約後別途協議といたします。 

 

図番Ａ－１６１－８～１１ 

８～１５階建具案内図において、ＥＰＳ＊－ＡとＹ

９の間に取り付く片開戸に建具記号がございませ

ん。４～７階に倣いＳＤ－共１８と考えて宜しいで

しょうか。 

契約後別途協議といたします。 
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図番Ａ－１０１・１６１－６・１７１ 

５階建具案内図において更衣室５－１、２にＳＦ－

５Ｆ－０１が１か所ずつあり建具表での数量は２と

なっておりますが、平面詳細図では２か所ずつ記載

があり数量が相違しております。平面詳細図を正と

し、ＳＦ－５Ｆ－０１の数量は４と考えて宜しいで

しょうか。 

 

A-161-6 4・5 階建具案内図を正と

してください。 

図番Ａ－１６７・１７７ 

建具表－６においてＳＤ－３Ｆ－２８・２９の形式

が片開き框戸となっておりますが、ガラス欄にガラ

スの記載が無く姿図もガラスの無い片開戸となって

おります。ＳＤ－３Ｆ－２８・２９はガラス無しの片

開戸と考えて宜しいでしょうか。 

 

よろしいです。 

図番Ａ－１６１－６・１７２ 

建具表－１１においてＷＤ－５Ｆ－０１に電気錠の

記載がございますが、５階建具案内図において該当

の建具に電気錠の指示がございません。建具表－１

１を正とし、ＷＤ－５Ｆ－０１は電気錠と考えて宜

しいでしょうか。 

 

よろしいです。 

図番－０９６・１６１－５ 

３階平面詳細図－１において、受水槽・空調ポンプ室

Ｄ面に両開戸がございますが３階建具案内図に該当

する建具の記載がございません。同室Ｃ面の両開戸

と同等とし、受水槽・空調ポンプ室Ｄ面の両開戸はＳ

Ｄ－３Ｆ－０８と考えて宜しいでしょうか。 

 

A-161-5 3 階建具案内図を正とし

てください。 

※建具不要になります。 
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図番Ａ－１６８ 

ＳＤ－共０２においてガラス欄に「ＮＰ－６．８」と

記載がございますが、特定防火設備ですので耐熱強

化ガラスｔ８に読み替えると考えて宜しいでしょう

か。 

 

A-168 建具表-7 を正とし、契約後

別途協議といたします。 

図番Ａ－００４・１６７ 

建具表－６においてＳＤ－３Ｆ－２４のＨ寸法は３

０００と記載がございますが、取り付く備蓄倉庫１

の天井高が２４００となっております。ＳＤ－３Ｆ

－２４のＨ寸法は２４００と考えて宜しいでしょう

か。 

 

A-167 建具表-6 を正としてくだ

さい。 

上項を正とする場合、バックボードの仕様は「ケイカ

ル板ｔ６ ＥＰ工場塗装」と考えて宜しいでしょう

か。 

 

契約後別途協議といたします。 

図番Ａ－１７４・１７５ 

建具表において以下の建具の姿図は図示となってお

りますが図示が見当たりません。以下の建具の姿図

をご指示ください。 

・ ＳＳＤ－１４Ｆ－０１ 

・ ＳＳＤ－１５Ｆ－０１ 

 

下記を参照ください。寸法は建具

表のとおりとなります。 

 

 

 

 

 

 

図番Ａ－１６１－１０・３２８ 

スチールパーティション詳細図－１において、ＳＰ

Ｔ＊Ｆ－０１の箇所数が６となっておりますが、１

３階にも同等のパーティションがあるため箇所数は

７と考えて宜しいでしょうか。 

 

数量は 6 とし、契約後別途協議と

いたします。 

図番Ａ－１２２・１７６ 

ＳＤ－ＲＦ－０６において、建具表でのＷ寸法が７

５０となっておりますがＲ階平面詳細図－１で該当

建具のＷ寸法が９００となっており相違しておりま

す。Ｒ階平面詳細図－１を正とし、ＳＤ－ＲＦ－０６

A-176 建具表-15 を正としてくだ

さい。 
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のＷ寸法は９００になると考えて宜しいでしょう

か。 

 

図番Ａ－１００ 

５階平面詳細図－１においてロビーに自動ドア（Ｓ

ＳＤ－５Ｆ－０１）がございますが、防護柵の記載が

ございません。両袖にＷ１，５００程度の防護柵を見

込むと考えて宜しいでしょうか。 

 

よろしいです。 

注１ この質疑応答書は、設計図書等に対して質問がある場合（見積りに必要な事項に限

る。）に提出してください。会社名を記入する必要はありません。 



別添１

yahagit
テキストボックス
中間免震階平面図



別添１

yahagit
テキストボックス
　　　１階平面図



別添１

yahagit
テキストボックス
　　　２階平面図



別添１

yahagit
テキストボックス
　　　３階平面図
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〔制限付き一般競争入札〕 

質 疑 応 答 書  

 

工事名  仙台市役所本庁舎整備第１期 建築工事   

 

 

 整理番号 ２３０５１０５９５ 

質  問  事  項 回     答 

( 構  造 )  

基礎下の砕石厚において、構造特記では 

捨ｺﾝ 50mm砕石 100mm、意匠矩計図-1では捨

ｺﾝ 150mm のみ、矩計図-4 では捨ｺﾝ 50mm 砕

石 60mmとくい違いがあります。構造特記を

正とし、捨ｺﾝ 50mm砕石 100mmと考えて宜し

いでしょうか。ご指示ください。 

(A-045,048,S-1) 

よろしいです。 

B1F駐車場の嵩上げｺﾝｸﾘｰﾄにおいて、 

意匠矩計図では軽量ｺﾝｸﾘｰﾄと記載が 

ありますが、構造特記では 

軽量ｺﾝｸﾘｰﾄの使用はありません。 

構造特記を正とし、普通ｺﾝｸﾘｰﾄと 

考えて宜しいでしょうか。ご指示ください。 

(A-045,S-2) 

よろしいです。 

鉄骨梁横座屈補剛工法において、施工標準

図-1の一般事項内「本工事での使用条件」

に指定が無く、片側ｽﾗﾌﾞ梁端補強要領の形

状に明記がありません。5～14FLの SG7は U

字形鉄筋で補強筋を設置し、横補剛省略工

法の記載が無い梁については、片側ｽﾗﾌﾞと

なる範囲に補強筋を見込むと考えて宜しい

でしょうか。 

SG7 は、片側スラブの条件はありませんの

で、補強筋は必要ありません。 
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ご指示ください。 

(S-17～19.316) 

注１ この質疑応答書は、設計図書等に対して質問がある場合（見積りに必要な事項に限

る。）に提出してください。会社名を記入する必要はありません。 

質  問  事  項 回     答 

SG17は大ｽﾊﾟﾝ梁となっていますが、横補剛

補強は不要と考えて宜しいでしょうか。ご

指示ください。 

(S-17～19.317) 

SG7 同様に横座屈補剛工法としてください。

片側スラブ梁の条件はありませんので、補強

筋は必要ありません。 

特記なきｽﾗﾌﾞ符号において、基礎、地下 1階

伏図、1BFL-3278伏図の X9-X9+8005通り間

ｽﾗﾌﾞ及び、基礎、地下 1階伏図の X5/Y6-7通

り、X5/Y8-9通りﾋﾟｯﾄ上ｽﾗﾌﾞは、免震層伏図

に倣い S200と考えて宜しいでしょうか。ご

指示ください。 

(S-102,103) 

よろしいです。 

高流動ｺﾝｸﾘｰﾄとなる免震基礎下部の範囲

は、 

下記着色範囲と考えて宜しいでしょうか。 

ご指示ください。 

 

(S-1,404) 

よろしいです。 

免震装置上部において、意匠詳細図では

t200 のｺﾝｸﾘｰﾄの被覆が図示されておりま

す。被覆は下記と考えて宜しいでしょうか。

ご指示ください。 

･普通ｺﾝｸﾘｰﾄ 

･平面寸法:免震基礎下部と同寸法 

･配筋要領:ﾜｲﾔｰﾒｯｼｭφ6 100×100 程度(A-

344,S-310~311) 

よろしいです。 
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RDT80のﾍﾞｰｽﾌﾟﾚｰﾄ及び定着板について、ﾘｽ

ﾄに記載がありません。寸法及び厚みはいず

れも 340×410×t-28 と考えて宜しいでし

ょうか。ご指示ください。 

(S-312) 

よろしいです。 

 

質  問  事  項 回     答 

SP50の下部ﾍﾞｰｽﾌﾟﾚｰﾄについて、ﾘｽﾄに記載

がありません。仕様、寸法及び厚みは 

SM490A □1770 t-25と考えて宜しいでしょ

うか。ご指示ください。 

 (S-311) 

よろしいです。 

⑦その他特記事項 6)ﾍﾞｰｽﾌﾟﾚｰﾄ株充填工法

に記載の免震下部基礎ｺﾝｸﾘｰﾄの試験施工に

ついて、対象は最もｻｲｽﾞが大きく条件の悪

いと思われる NRB180H(ﾍﾞﾆﾔのﾓｯｸｱｯﾌﾟ)の充

填率が 90%以上の確認をすると考えて宜し

いでしょうか。ご指示ください。 

(S-3) 

契約後、監督員との協議によります。 

B1階柱主筋について、RC柱、SRC柱共に下

記図示の様にﾏｯﾄｽﾗﾌﾞ下端ﾚﾍﾞﾙ+500 まで見

込み、圧接 1 か所を見込むと考えて宜しい

でしょうか。ご指示ください。 

 

 

(S-212,304,304A) 

 

圧接箇所は適宜考慮ください。 

<ｵｲﾙﾀﾝｸ・緊急排水槽>  

ｺﾝｸﾘｰﾄ仕様について、仕様が不明です。以 Ｆｃ３０・Ｓ１８としてください。 
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下と考えて宜しいでしょうか。ご指示くだ

さい。 

・Fc24 S18cm 

(S-417) 

 

 

質  問  事  項 回     答 

緊急排水槽の土圧壁 FW60 について、構造ﾘ

ｽﾄがありません。FW60Aのﾘｽﾄを使用すると

考えて宜しいでしょうか。ご指示ください。 

(S-417) 

よろしいです。 

上記が正の場合、FW60Aの壁厚さが以下の様

にくい違います。意匠図を正とし、t=600と

考えて宜しいでしょうか。ご指示ください。 

・意匠図(断面図) t=600 

・構造図(土圧壁ﾘｽﾄ) t=450 

(A-190,S-417) 

よろしいです。 

緊急排水槽の土圧壁 FW25 について、構造ﾘ

ｽﾄがありません。W25のﾘｽﾄを使用すると考

えて宜しいでしょうか。ご指示ください。 

(S-417) 

よろしいです。 

緊急排水槽の耐圧版 FS60 について、構造ﾘ

ｽﾄがありません。FS60Aのﾘｽﾄを使用すると

考えて宜しいでしょうか。ご指示ください。 

(S-417) 

よろしいです。 

壁 W30について、構造ﾘｽﾄがありません。以

下程度と考えて宜しいでしょうか。 

ご指示ください。 

・t=300  

・縦横 D13＠200 ﾀﾞﾌﾞﾙ 

(S-417) 

t=300 ㎜、縦横Ｄ１６＠２００ダブルとして

ください。 

緊急排水槽の釜場について、以下の様にく

い違います。平面詳細図を正とし、800角×

D600と考えて宜しいでしょうか。 

ご指示ください。 

・平面詳細図 800角×D600 

よろしいです。 
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・断面図 □800×D1000 

(A-190) 

緊急排水槽とｵｲﾙﾀﾝｸ間に 100mm の間がある

と思われますが、緩衝材はｽﾀｲﾛﾌｫｰﾑ t=100

と考えて宜しいでしょうか。ご指示くださ

い。 

(A-190) 

よろしいです。 

質  問  事  項 回     答 

<庇 1(ｷｬﾉﾋﾟｰ)>  

ｺﾝｸﾘｰﾄ仕様について、仕様が不明です。公

開内訳 P432 より以下と考えて宜しいでし

ょうか。ご指示ください。 

・Fc30 S18cm 

(S-416. 公開内訳 P432) 

よろしいです。 

基礎伏図のｽﾗﾌﾞ FS71 について、ｽﾗﾌﾞ天端ﾚ

ﾍﾞﾙが不明です。基礎梁天端と同ﾚﾍﾞﾙとして

GL-100と考えて宜しいでしょうか。 

ご指示ください。 

(A-194,S-416) 

よろしいです。 

 

<ﾀﾞｸﾄﾄﾚﾝﾁ>  

ｺﾝｸﾘｰﾄ仕様について、ｽﾗﾝﾌﾟ値が不明です。

公開内訳 P391より S18cmと考えて宜しいで

しょうか。ご指示ください。 

(A-527. 公開内訳 P391) 

よろしいです。 

東側のﾀﾞｸﾄﾄﾚﾝﾁについて、躯体内 H 寸法等

が以下のようにくい違います。意匠図を正

として考えて宜しいでしょうか。 

ご指示ください。 

<相違点下記他> 

・意匠図 

東側接続開口部(既存駐車場側)H=3500 

・構造図 

  C-C’断面 H=3450   

(A-522,A-527) 

よろしいです。 
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質  問  事  項 回     答 

( 外部仕上 )  

一般部分詳細図-2<D-15>に屋上丸環詳細図

がありますが、該当範囲が不明です。高層棟

R 階屋上ﾊﾟﾗﾍﾟｯﾄに@3000 で設置すると考え

て宜しいでしょうか。 

ご指示ください。 

(A-197) 

該当なしとしてください。 

一般部分詳細図-4<D-28>に屋上出入口上部

RC 庇の図示がありますが、図中に見受けら

れません。屋上外壁が RC で無い為、該当無

しと考えて宜しいでしょうか。 

ご指示ください。 

(A-199) 

よろしいです。 

屋根のｵｰﾊﾞｰﾌﾛｰ管について、外部仕上表にｽ

ﾃﾝﾚｽ製φ50 の記載がありますが、平面図に

図示がありません。ﾙｰﾌﾄﾞﾚｲﾝが 2ヶ所以上無

い屋根に必要とし、低層棟屋根 8･11 に各 1

ヶ所計上と考えて宜しいでしょうか。ご指示

ください。 

(A-002) 

数量は 12 か所としてください。設置場所は

契約後別途協議といたします。 

庇 3F の仕上ついて、外部仕上表に超速硬化

ｳﾚﾀﾝ塗膜防水と記載がありますが、矩計図-

5 3F F部 矩計図(南面･X5-6間)の図示では

鉄骨下地の庇とくい違います。矩計図-5 を

正とし、庇天端仕上はｱﾙﾐﾊﾟﾈﾙ t2.0 ﾌｯ素樹

脂焼付塗装(ﾒﾀﾘｯｸ)と考えて宜しいでしょう

か。ご指示ください。 

(A-049) 

よろしいです。 
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2階東側 ELV 金属板葺の庇について、竪樋･

軒樋の記載がありません。竪樋･軒樋は不要

と考えて宜しいでしょうか。ご指示くださ

い。(A-081) 

 

 

よろしいです。 

質  問  事  項 回     答 

低層部ｺｱ詳細図 3 の ELV 屋根詳細図につい

て、幕板の仕様が St ﾊﾟﾈﾙ t2.3 ﾌｯ素樹脂焼

付塗装と記載がありますが、立面図(南)では

凡例 F:ｺﾝｸﾘｰﾄ打放 FCC 塗装とくい違いま

す。立面図(南)を正とし、ｺﾝｸﾘｰﾄ打放 FCC塗

装と考えて宜しいでしょうか。ご指示くださ

い。 (A-025.081) 

A-081 低層部コア詳細図-3 を正としてくだ

さい。 

屋根 4 の太陽光発電ｽﾍﾟｰｽ下部のﾒﾝﾃﾅﾝｽﾃﾞｯｷ

について、ﾃﾞｯｷ外周部の手摺は太陽光ﾊﾟﾈﾙ工

事に倣い別途工事と考えて宜しいでしょう

か。ご指示ください。 

(A-55.124.125.209) 

手摺は不要としてください。 

4 階屋根(排煙ｽﾍﾟｰｽ)について、外部仕上表

に「目隠しﾌｪﾝｽ:嵌合固定式 ﾌｫｰﾐﾝｸﾞｱﾙﾐ製ﾙ

ｰﾊﾞｰ ﾎﾟﾘｴｽﾃﾙ樹脂塗装 H2000」の記載があり

ますが、4 階平面詳細図-2･立面図に記載が

ありません。喫煙ｽﾍﾟｰｽ外周部に L 型に設置

すると考えて宜しいでしょうか。ご指示くだ

さい。 (A-002.028.099) 

不要としてください。 

屋上 目隠し壁上部の PC 笠木について、PCa

割付図-5 では全て PC 版、議場断面詳細図-

3･4 では下部目隠し壁を境界に PC 版と下記

の通り在来に分かれています。PCa割付図を

正とし、全て PC 版と考えて宜しいでしょう

か。ご指示ください。 

よろしいです。 
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(A-130.131.347-5) 

 

質  問  事  項 回     答 

屋根 1-1.1-2.2～5 について、外部仕上表に

｢床面ﾊﾞﾘｷｬｯﾌﾟ:500×1000 t6.0｣と記載があ

りますが、該当範囲が不明です。公開内訳

P214に倣い、屋根 4に 10m2を設置すると考

えて宜しいでしょうか。ご指示ください。 

(A-002.公開内訳 P214) 

仕上面積は 10 ㎡とし、設置場所は契約後別

途協議といたします。 

屋根 1-1.1-2.2～5 について、外部仕上表に

｢腰かけﾊﾟｲﾌﾟ:W1500｣の記載がありますが、

平面図等にありません。屋根 4 にｽﾁｰﾙ 溶融

亜鉛ﾒｯｷ仕上 φ48.6 1 ヶ所と考えて宜しい

でしょうか。ご指示ください。 

(A-002) 

仕様は下記とし、設置場所は契約後別途協

議といたします。 

ｽ ﾁ ｰ ﾙ製  床固定式 W1500×H730 ADAL

「M9144-15KS」同等品以上 

屋根 1-1.1-2.2～5 について、外部仕上表に

｢目隠しﾊﾟﾈﾙ:H2100｣の記載がありますが、R

階･PH階詳細図に図示がありません。屋根 4･

5 廻りの目隠し壁(ECP 素地ﾊﾟﾈﾙ t=75)を示

すと考えて宜しいでしょうか。ご指示くださ

い。 

(A-002.056.124.125) 

よろしいです。 

下図赤枠の手摺について、PH2 平面図に記載

がありますが、PH1･2階平面図にありません。

不要と考えて宜しいでしょうか。ご指示くだ

さい。 

よろしいです。 
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(A-023.024) 

屋外ﾃﾞｯｷ 2-1~2-5の床について、矩計図-3で

敷ﾓﾙﾀﾙの上、外装床ﾀｲﾙとありますが、図示で

は H150 程度の嵩上があります。この部分は

嵩上げはｺﾝｸﾘｰﾄ+溶接金網φ6 100□+ 外装

床ﾀｲﾙと考えて宜しいでしょうか。ご指示く

ださい。(A-047) 

契約後別途協議といたします。 

 

質  問  事  項 回     答 

屋外ﾃﾞｯｷ 2-1～2-5 について、外部仕上表に

落し口 φ60 とありますが、平面図に図示が

ありません。1 ｽﾊﾟﾝに 1ヶ所程度と 

考えて宜しいでしょうか。ご指示ください。

(A-002.095) 

不要としてください。 

屋外ﾃﾞｯｷ 2-1~2-5の手摺について、仕様が外

部仕上表ではｽﾁｰﾙ FB 9×38、一般部分詳細図

-4 <D-29>ではｽﾁｰﾙ FB 9×50 とくい違いま

す。一般部分詳細図-4 を正とし、ｽﾁｰﾙ FB 9

×50と考えて宜しいでしょうか。ご指示くだ

さい。 

(A-002.199) 

よろしいです。 

屋外ﾃﾞｯｷ 2-3の点字ﾌﾞﾛｯｸについて、2階平面

詳細図-2 と部分詳細図-2 で配置が下図の様

にくい違います。部分詳細図-2を正と考えて

宜しいでしょうか。 

ご指示ください。 

・部分詳細図-2 

A-094 2 階平面詳細図-1を正としてくださ

い。 
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・2階平面詳細図-2 

 

 

(A-094.191) 

 

質  問  事  項 回     答 

外壁市章ｻｲﾝについて、ｻｲﾝ意匠図 2に下地補

強がありますが、仕様が不明です。公開内訳

P233に倣い竪材:L-75×75×9 L3000×5本、

横材:L-90×90×7 L3000×2 本と考えて宜し

いでしょうか。ご指示ください。 

(A-351-2. 公開内訳 P233) 

よろしいです。 

PH階屋根等の竪樋が屋上に開放される場合、

樋下に、樋受け石:ｺﾝｸﾘｰﾄ既製品 W300×D300 

t150を設置すると考えて宜しいでしょうか。

ご指示ください。 

(A-023) 

よろしいです。 

04-15F ﾊﾞﾙｺﾆｰの床仕上ついて、外部仕上表に

「ｳﾚﾀﾝ塗膜防水、15Fの一部:超速硬化ｳﾚﾀﾝ塗

膜防水」と記載がありますが、矩計図-5 3F 

B 部 矩計図(南面･X2-3 間)では 4 階のﾊﾞﾙｺﾆ

ｰが超速硬化ｳﾚﾀﾝ塗膜防水と記載があり、く

い違います。矩計図-5 を正とし、4階ﾊﾞﾙｺﾆｰ

南面2-3間に超速硬化ｳﾚﾀﾝ防水を適用と考え

外部仕上表を正としてください。 
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て宜しいでしょうか。ご指示ください。 

(A-002.049) 

 

04-15F ﾊﾞﾙｺﾆｰの笠木について、矩計図に仕上

の記載がありません。ｳﾚﾀﾝ系塗膜防水と考え

て宜しいでしょうか。ご指示ください。 

(A-050) 

 

よろしいです。 

4F ﾊﾞﾙｺﾆｰ(X1-2/Y8-9)の PC 版について、5階

平面詳細図-2では手摺壁の記載があり、形状

4ですが、PCa範囲図-1では形状 1とあり、

くい違います。5階平面詳細図-2を正とし、

手摺壁形状 4と考えて宜しいでしょうか。ご

指示ください。 

(A-101.345) 

 

5 階バルコニーは A-345 PCa 範囲図-1 を正

としてください。 

 

質  問  事  項 回     答 

14-15F ﾊﾞﾙｺﾆｰの笠木について、14.15階平面

詳細図で 2700 ﾋﾟｯﾁ毎に巾が異なる図示とな

っておりますが、明確な巾が不明です。 

凹部:W100、凸部 W200と考えて宜しいでしょ

うか。ご指示ください。 (A-118～121) 

A-199 一般部分詳細図-4 の D-95 を参照く

ださい。 

 

屋根 6 PC 版の形状について、PCa 範囲図-2

では形状 3、矩計図-9では形状 1 とくい違い

ます。矩計図-9を正とし、形状 1 と考えて宜

しいでしょうか。ご指示ください。 

(A-053.346) 

よろしいです。 

04-15F ﾊﾞﾙｺﾆｰの手摺について、PCa範囲図で

Y1-4通が高層部手摺③と記載がありますが、

立面図-4(西)ではｽﾁｰﾙ手摺の図示とくい違

います。PCa 範囲図を正とし、高層部手摺③

と考えて宜しいでしょうか。ご指示くださ

い。(A-028.345) 

手摺は A-028 立面図-4（西）を正としてく

ださい。 

3F ﾊﾞﾙｺﾆｰ 床の防水について、外部仕上表で

は塗膜防水、矩計図-5 3F A部 矩計図(西面･

よろしいです。 
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Y2-3 間)ではｱｽﾌｧﾙﾄ防水とくい違います。矩

計図-5を正とし、ｱｽﾌｧﾙﾄ防水と考えて宜しい

でしょうか。ご指示ください。 

(A-002.049) 

外壁 ALC 板において、特記仕様書に厚さ

t125、t150と記載がありますが、範囲が不明

です。公開数量書の t100 と t150 の比率(低

層棟 t100 57% t150 43%、高層棟 t100 32% 

t150 68%)にて t125、t150 を計上として宜し

いでしょうか。ご指示ください。 

(特記仕様書-04) 

下記としてください。 

2F,RF階：t150 

上記以外：t100 

外壁押出成形ｾﾒﾝﾄ板において、特記仕様書に

厚さ t60、t75 と記載がありますが、範囲が

不明です。高層棟屋上の目隠し壁のみ t75と

し、他外壁はt60と考えて宜しいでしょうか。

ご指示ください。 (特記仕様書-04) 

下記としてください。 

RF,3F 目隠し壁：t75 

他外壁：t60 

 

質  問  事  項 回     答 

外壁において、外部仕上表に ALC 下地+ｽﾁｰﾙ

ﾊﾟﾈﾙ 溶融亜鉛ﾒｯｷ処理と記載がありますが、

立面図に図示がありません。立面図凡例 ALC+

ｱﾙﾐﾊﾟﾈﾙ ﾌｯ素樹脂焼付塗装を正とし、外部仕

上表の ALC+ｽﾁｰﾙは ALC+ｱﾙﾐﾊﾟﾈﾙ ﾌｯ素樹脂焼

付塗装と考えて宜しいでしょうか。ご指示く

ださい。 

(A-002.025) 

よろしいです。 

外壁(X1/Y7 通)において、建具詳細図の AW-

共 01 の R･S･T 断面詳細図では ALC 版、西立

面図では ECP(立面凡例 B)と図示があり、く

い違います。立面図を正とし、ECP と考えて

宜しいでしょうか。ご指示ください。 

(A-028.182) 

よろしいです。 

3階西面の外壁において、矩計図 5 3FA部で

はﾌﾟﾚｷｬｽﾄｺﾝｸﾘｰﾄ FCC塗装、立面図では凡例

F:ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し FCC 塗装と図示があり、く

い違います。立面図を正とし、ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し 

よろしいです。 
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FCC 塗装考えて宜しいでしょうか。ご指示く

ださい。 (A-028.049) 

PH階(RF+4200)の外壁において、立面図(南東

北西)では凡例 B:ECP 素地ﾊﾟﾈﾙ FCC 塗装、立

面図(大屋根広場･屋上)では凡例 J:ALC ﾌｯ素

樹脂塗装と図示があり、くい違います。立面

図(大屋根広場･屋上)を正とし、ALC ﾌｯ素樹

脂塗装と考えて宜しいでしょうか。ご指示く

ださい。(A-025～029) 

よろしいです。 

14階南面の外壁において、立面図(南)X1-6通

では凡例 B:ECP素地ﾊﾟﾈﾙ FCC 塗装、矩計図、

議場断面詳細図ではﾌﾟﾚｷｬｽﾄｺﾝｸﾘｰﾄ FCC塗装

と図示があり、くい違います。矩計図、議場

断面図詳細図を正とし、ﾌﾟﾚｷｬｽﾄｺﾝｸﾘｰﾄ FCC

塗装と考えて宜しいでしょうか。ご指示くだ

さい。(A-025.054.130) 

よろしいです。 

 

質  問  事  項 回     答 

3階南東面のﾃﾞｼﾞﾀﾙｻｲﾈｰｼﾞ部において、矩計

図 5 3F D部に床用有孔折版 t50と図示があ

りますが、取付下地が不明です。取付下地の

仕様は L-50×50 @900溶融亜鉛ﾒｯｷ仕上と考

えて宜しいでしょうか。ご指示ください。 

(A-049) 

契約後別途協議といたします。 

2 階ﾌﾞﾘｯｼﾞにおいて、ｹﾗﾊﾞの仕様が立面図

(南･北)では凡例:b ｽﾁｰﾙﾊﾟﾈﾙ 溶融亜鉛ﾒｯｷ

処理、部分詳細図ではｱﾙﾐﾊﾟﾈﾙ t4.5 FUEB(ﾒ

ﾀﾘｯｸ)と図示があり、くい違います。部分詳

細図を正とし、ｱﾙﾐﾊﾟﾈﾙ t4.5 FUEB(ﾒﾀﾘｯｸ)

と考えて宜しいでしょうか。ご指示くださ

い。 

(A-025.027.191) 

 

よろしいです。 

R階(X3/Y5通)において、部分詳細図 3の 

A-A´断面詳細図に下図の図示があります

が、平面詳細図には壁の記載がありません。

よろしいです。 



 

 

 

〔様式第１３号〕  回答 10 

p. 14 
 

平面詳細図を正とし、壁は不要と考えて宜

しいでしょうか。ご指示ください。 

 

(A-123.192) 

3-15F ﾊﾞﾙｺﾆｰの軒天井について、外部仕上表

に「先端水切金物:ｱﾙﾐ曲げ加工 FEB」と記載

がありますが、矩計図-5～8 では図示が無

く、くい違います。矩計図を正とし、先端水

切りは不要と考えて宜しいでしょうか。ご

指示ください。(A-002.049～052) 

よろしいです。 

※A-010 その他 6を参照ください。 

 

質  問  事  項 回     答 

風除室 東の出入口(SSD1F-01)の排水溝につ

いて、SSD 詳細図に記載がありますが、仕上

が不明です。防水ﾓﾙﾀﾙ金鏝仕上と考えて宜し

いでしょうか。また、ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞの仕様はｽﾃﾝﾚ

ｽと考えて宜しいでしょうか。併せてご指示

ください。(A-188) 

契約後別途協議といたします。 

 

免震跳出しｽﾗﾌﾞ鼻先の手摺について、一般部

分詳細図-4<D-29>では FB-9×50、矩計図-4で

は FB-9×38 とくい違います。部分詳細図-4

を正とし、FB-9×38と考えて宜しいでしょう

か。ご指示ください。 

(A-199.048) 

A-199 一般部分詳細図-4を正としてくださ

い。 

※FB-9×50 

1 階平面図に郵便ﾎﾟｽﾄ基礎、ﾃﾞｼﾞﾀﾙｻｲﾈｰｼﾞが

別途工事とありますが、詳細の記載がありま

せん。壁の取付補強も別途工事と考えて宜し

いでしょうか。ご指示ください。 

よろしいです。 
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(A-014) 

立面図に非常用進入口表示▼の図示があり

ません。不要と考えて宜しいでしょうか。ご

指示ください。 

(A-025) 

よろしいです。 

ﾍﾘﾎﾟｰﾄ 風向灯付風向指示器図について、ﾍﾘ

ﾎﾟｰﾄ詳細図-7に別途工事とありますが、吹流

し L2000の部分のみ別途工事もしくは支柱等

も含め全て別途工事のどちらかが不明です。

吹流し L2000の部分のみ別途工事と考えて宜

しいでしょうか。ご指示ください。 

(A-314) 

支柱等含めて全て別途工事としてくださ

い。 

庇 1 について、1 階平面図に外壁の記入があ

りますが、部分詳細図-5(庇 1)では外壁が無

く、独立柱のみです。1 階平面図を正とし、

外壁は無しと考えて宜しいでしょうか。ご指

示ください。 

(A-194) 

よろしいです。 

 

質  問  事  項 回     答 

特記仕様書に軒天の耐風圧の記載がありま

せん。外壁の耐風圧を参考に 2680(pa)と考

えて宜しいでしょうか。ご指示ください。 

(A-001.182) 

よろしいです。 

 

 

 

 

 

 

 

質  問  事  項 回     答 

( 内  部 )  

4 階会議室 4-10 について､平面詳細図では

PT3 の記載がありますが､展開図では記載が

なくい違います。平面詳細図を正とし、PT3有

りと考えて宜しいでしょうか｡ご指示くださ

よろしいです。 
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い。 

(A-098.A-149) 

4 階会議室 4-16.17 について､平面詳細図

X6/Y6 通りの下図赤雲部分にｺｰﾅｰｶﾞｰﾄﾞの記

載がありません。会議室 4-15 と同様のｺｰﾅｰ

ｶﾞｰﾄﾞをそれぞれ一ヶ所ずつ見込んで宜しい

でしょうか｡ご指示ください。 

(A-099) 

 

 

契約後別途協議といたします。 

 

4 階更衣室及び宿直室､ｼｬﾜｰ室について､仕上

表床下地欄に F21と記載がありますが F21に

該当する床下地が見受けられません｡ｴﾚﾒﾝﾄ

図より F12鋼製床組と考えて宜しいでしょう

か｡ご指示ください。 

(A-004.010) 

よろしいです。 

4 階更衣室について､平面詳細図に流し台(D-

51)とありますが､D-51 には流し台に該当す

る詳細図がありません。D-51ではなく、D-59

考えて宜しいでしょうか｡ご指示ください。

(A-099) 

よろしいです。 

 

質  問  事  項 回     答 

4 階会議室 4-1.13 について､仕上表及び平面

詳細図ではｽﾗﾌﾞﾚﾍﾞﾙが-10 と記載されており

ますが､構造図の 4 階伏図では-100 となって

おりくい違います｡構造図の 4 階伏図を正と

し､床下地には OA ﾌﾛｱｰと考えて宜しいでしょ

A-004 内部仕上表-3、A-099 4階平面詳細

図-2を正としてください。 
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うか。ご指示ください。 

(A-004.137.S-108) 

5 階倉庫 5-3 について､仕上表床欄に鋼製床組

H100 の記載がありますが､構造図の 5 階伏図

ではｽﾗﾌﾞﾚﾍﾞﾙが-10となっています。構造図の

5 階伏図を正とし、鋼製床組 H100 は不要と考

えて宜しいでしょうか｡ご指示ください。(A-

005.S-108) 

よろしいです。 

5 階休憩室及び前室について､仕上表ではﾋﾞﾆﾙ

ｸﾛｽ仕上となっていますが､平面詳細図では天

然木練付化粧板とくい違います｡仕上表を正

とし、ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ仕上と考えて宜しいでしょう

か｡ご指示ください。 

(A-005.A-100) 

よろしいです。 

1011 階給湯ｺｰﾅｰ 10-2 について、笠木下 腰壁

の高さが平面詳細図では H=2100、部分詳細図

は H=1200とくい違います。部分詳細図を正と

し、H=1200 と考えて宜しいでしょうか。ご指

示ください。(A-111.208 D-110) 

よろしいです。 

1･14･15階給湯室のﾐﾆｷｯﾁﾝについて、中央ｺｱ詳

細図は L=1100、平面詳細図は L=1500とくい違

います。中央ｺｱ詳細図を正とし、L=1100 と考

えて宜しいでしょうか。ご指示ください。  

(A-062.063.119.120) 

平面詳細図を正としてください。 

14階執務室 14-3･4内休憩室について、姿見鏡

が平面詳細図は W900×H2400、部分詳細図は

W500×H2340とくい違います。部分詳細図を正

とし、W500×H2340 と考えて宜しいでしょう

か。ご指示ください。 (A-118.202 D-57) 

よろしいです。 

 

質  問  事  項 回     答 

1 階室外機ｽﾍﾟｰｽ 1-3 について、平面詳細図･ｺ

ｱ詳細図に記載のﾌﾞﾛｯｸﾁｪｰﾝの詳細の記載があ

りません。公開内訳 P163 に記載の定格荷重 

0.5ton 揚程 2.5mと同様と考えて宜しいでし

ょうか。ご指示ください。 

よろしいです。 
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(A-084.093.公開内訳 P163) 

1 階室外機ｽﾍﾟｰｽ 1-3 の壁について、仕上表は

吹付ﾀｲﾙ、平面詳細図･ｺｱ詳細図はﾎﾞｰﾄﾞ素地現

しとくい違います。平面詳細図･ｺｱ詳細図を正

とし、ﾎﾞｰﾄﾞ素地表しと考えて宜しいでしょう

か。ご指示ください。 

(A-003.084.093) 

A-003 内部仕上表-2を正としてください。 

中間免震層の防水堤 立上りについて、平面詳

細図は W100、矩計図は W200とくい違います。

矩計図を正とし、W200 と考えて宜しいでしょ

うか。ご指示ください。 

(A-090.045) 

よろしいです。 

中間免震層のﾏｼﾝﾊｯﾁについて、平面詳細図に

記載がありますが、詳細の記載がありません。

公開内訳 P89に倣い PC板製と考えて宜しいで

しょうか。ご指示ください。 

(A090.091.公開内訳 P89) 

よろしいです。 

中間免震層のﾏｼﾝﾊｯﾁについて、1階平面図は 2

カ所、中間免震層平面図は 1 カ所とくい違い

ます。１階平面図を正とし、2カ所と考えて宜

しいでしょうか。ご指示ください。 

(A-013.014) 

よろしいです。 

1 階給湯室について､平面詳細図にﾐﾆｷｯﾁﾝの記

載がありますが､平面詳細図に詳細図番号の

記載がありません。一般部分詳細図-13 の D-

112 ﾐﾆｷｯﾁﾝ Cと考えて宜しいでしょうか｡ご指

示ください。 

(A-003.092.208) 

 

A-208 一般部分詳細図-13の D-112のミニ

キッチン A（W1800）としてください。 

 

質  問  事  項 回     答 

1 階控室について､仕上表で床仕上欄にて OA ﾌ

ﾛｱの記載がありますが､床下地欄では F14(床

下空調)とくい違います｡仕上表を正とし、

F13(ﾌﾘｰｱｸｾｽﾌﾛｱ)と考えて宜しいでしょうか｡

ご指示ください。 

F14 を正としてください。 

※仕上：タイルカーペット B 
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(A-003.010) 

1 階控室について､OA ﾌﾛｱの高さが仕上表では

H=200､平面詳細図では H=100とくい違います｡

仕上表を正とし、H=200と考えて宜しいでしょ

うか｡ご指示ください。 

(A-003.092) 

上記による。 

 

3 階執務室 3-2.3-3 について､平面詳細図にﾐﾆ

ｷｯﾁﾝ(D-96)の図示がありますが､一般部分詳

細図 D-96 は OA ﾌﾛｱｽﾛｰﾌﾟ詳細の為、一般部分

詳細図-13 の D-112 ﾐﾆｷｯﾁﾝ C と考えて宜しい

でしょうか｡ご指示ください。 

(A-097.207.208) 

 

よろしいです。 

1階ｻｰﾋﾞｽ店舗等 社員出入口及び休憩室、倉庫

(1)(2)の床下地について、仕上表にｽﾗﾌﾞﾚﾍﾞﾙ-

100、仕上ﾚﾍﾞﾙ 0の記載ですが、床仕上がｺﾝｸﾘ

ｰﾄ直均しの為、建築工事の仕上ﾚﾍﾞﾙは-100 と

考えて宜しいでしょうか。ご指示ください。 

(A-003) 

よろしいです。 

1 階ｻｰﾋﾞｽ店舗等及び厨房想定範囲の壁下地に

ついて、一般間仕切凡例 LW-1(柱廻り含む)及

び LW-4 の施工高さは LGS はｽﾗﾌﾞ迄、ﾎﾞｰﾄﾞは

想定天井迄と考えて宜しいでしょうか。また、

外壁面のふかし壁 LW-8 は LGS･ﾎﾞｰﾄﾞ共想定天

井迄と考えて宜しいでしょうか。ご指示くだ

さい。 

(A-003.092) 

 

よろしいです。 

 

質  問  事  項 回     答 

1 階 X1-2/Y1-2 通り厨房想定範囲の床下りに

ついて、仕上表には-50の記載ですが、平面詳

細図には-300、構造図伏図には-200 の範囲で

くい違います。構造図伏図を正とし、-200 と

考えて宜しいでしょうか。ご指示ください。 

(A-003.092.S-105) 

よろしいです。 
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1 階市民利用･情報発信 1-12 の床下地につい

て、平面詳細図に OA ﾌﾛｱ範囲となっておりま

すが、仕上表には床下空調納まり(F-14)の凡

例でくい違います。仕上表を正とし、床下空調

納まり(F-14)と考えて宜しいでしょうか。ご

指示ください。 

(A-003.092) 

よろしいです。 

1階市民利用･情報発信 1-12 について、平面詳

細図に L=1500 ﾐﾆｷｯﾁﾝのような図示があります

が、詳細図番号の記載がありません。部分詳細

図 D-112 のﾐﾆｷｯﾁﾝ C と同じと考えて宜しいで

しょうか。ご指示ください。 

(A-092.208) 

契約後別途協議といたします。 

 

1階ｵｲﾙﾎﾟﾝﾌﾟ室について、平面詳細図に防油堤

W200×H200 の記載がありますが、仕上の記載

がありません。堤立上り天端及び立上りは防

水ﾓﾙﾀﾙ+防塵塗装(床仕上)と考えて宜しいで

しょうか。ご指示ください。 

(A-092) 

合成樹脂塗床(厚膜型エポキシ樹脂系)と

してください。 

上記質疑に関連し、防油堤内の下記赤塗範囲

を防水ﾓﾙﾀﾙ+防塵塗装(床仕上)と考えて宜し

いでしょうか。ご指示ください。 

(A-092) 

 

よろしいです。 

 

質  問  事  項 回     答 

1階機械室 1-2の床下地について、構造図１階

床伏図の床下り FL-200 の範囲(X4-5/Y8-9 通)

ですが、仕上表では FL-10 でくい違います。嵩

上ｺﾝｸﾘｰﾄ t=200と考えて宜しいでしょうか。

ご指示ください。 

(A-003.092.S-105) 

契約後別途協議といたします。 
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3階受水槽･空調ﾎﾟﾝﾌﾟ室の床仕上について、仕

上表では塗膜防水ですが、矩計図には防塵塗

装の記載でくい違います。仕上表を正とし、塗

膜防水と考えて宜しいでしょうか。ご指示く

ださい。(A-004.049) 

よろしいです。 

3階 UPS室の壁仕上について、仕上表には EP-

Si の記載ですが、平面詳細図にはｸﾞﾗｽｳｰﾙﾎﾞｰ

ﾄﾞの凡例とくい違います。仕上表を正とし、

EP-Siと考えて宜しいでしょうか。ご指示くだ

さい。 (A-004.096) 

A-096 3 階平面詳細図-1 を正としてくだ

さい。 

 

3階 MDF室の壁仕上について、仕上表には EP-

Si の記載ですが、平面詳細図にはｸﾞﾗｽｳｰﾙﾎﾞｰ

ﾄﾞの凡例、展開図では素地の凡例でくい違い

ます。仕上表を正とし、EP-Siと考えて宜しい

でしょうか。ご指示ください。 

(A-004.096.149) 

よろしいです。 

3 階 UPS 室及び MDF 室、ｻｰﾊﾞｰ室の天井につい

て、仕上表にはｸﾞﾗｽｳｰﾙﾎﾞｰﾄﾞの記載ですが、天

井伏図には石膏ﾎﾞｰﾄﾞ素地の凡例でくい違い

ます。仕上表を正とし、ｸﾞﾗｽｳｰﾙﾎﾞｰﾄﾞと考えて

宜しいでしょうか。ご指示ください。 (A-

009.136) 

よろしいです。 

3 階ｻｰﾊﾞｰ室の壁について、仕上表には EP-Si

の記載ですが、平面詳細図及び展開図にはﾎﾞｰ

ﾄﾞ素地、矩計図にはｸﾞﾗｽｳｰﾙﾎﾞｰﾄﾞの記載でく

い違います。仕上表を正とし、EP-Siと考えて

宜しいでしょうか。ご指示ください。 

(A-004.049.096.149) 

よろしいです。 

 

質  問  事  項 回     答 

5階執務室 5-3の壁仕上について、平面詳細図

にはﾋﾞﾆﾙｸﾛｽと天然木練付化粧板の記載があり

ますが、仕上表及び展開図には天然木練付化粧

板のみの記載でくい違います。仕上表及び展開

図を正とし、天然木練付化粧板のみと考えて宜

しいでしょうか。ご指示ください。 

よろしいです。 



 

 

 

〔様式第１３号〕  回答 10 

p. 22 
 

(A-004.100.151) 

4-13階給湯室･ｺﾞﾐ置場ﾐﾆｷｯﾁﾝについて、中央ｺ

ｱ詳細図では L=1200、一般部分詳細図では

L=1500 とくい違います。中央ｺｱ平面詳細図を

正とし、L=1200と考えて宜しいでしょうか。ご

指示ください。 

(A-060.208<D-112>) 

A-208 一般部分詳細図-13の D-112を正と

してください。 

5 階通路 5-4～5 について、仕上表壁仕上にて

練付合板の記載がありますが、平面詳細図凡例

では織物ｸﾛｽとくい違います。平面詳細図を正

とし、織物ｸﾛｽと考えて宜しいでしょうか。ご

指示ください。 

(A-005.100) 

よろしいです。 

8階通路 8-4について、仕上表壁仕上にて化粧

鋼板の記載がありますが、平面詳細図凡例では

ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽとくい違います。平面詳細図を正とし、

ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽと考えて宜しいでしょうか。ご指示く

ださい。 

(A-006.107) 

よろしいです。 

1階ﾛﾋﾞｰ等天井木ﾙｰﾊﾞｰ 1について、ｴﾚﾒﾝﾄ図に

てｸﾞﾗｽｳｰﾙﾎﾞｰﾄﾞ(t25 W170)の記載があります

が、天井伏図では W400/600…等の記載があり

く い 違 い ま す 。 天 井 伏 図 を 正 と し 、

W170/400/600 のｻｲｽﾞを使分けると考えて宜し

いでしょうか。ご指示ください。 

(A-009.134) 

 

よろしいです。 

 

質  問  事  項 回     答 

5階応接室の壁仕上 特殊左官材、14階応接室、

14 階議場の壁仕上Ⅼ 左官仕上はｱｲｶ工業 ｼﾞｮ

ﾘﾊﾟｯﾄ程度と考えて宜しいでしょうか。ご指示

ください。 

(A-005.118.126) 

ﾌｯｺｰ:FMX(ﾌﾟｯﾂ)同等品以上としてくださ

い。 

消火器ﾎﾞｯｸｽについて、工事区分表にて移動式

は衛生工事の記載がありますが、公開内訳 P88

本工事としてください。 

消火器ボックス：8 
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では建築工事とくい違います。工事区分表を正

とし、別途工事と考えて宜しいでしょうか。ご

指示ください。 

(A-08. 公開内訳 P 88) 

設置場所は別途協議といたします。 

断熱材について、矩計図 9 にて屋根ｽﾗﾌﾞ下ｳﾚﾀ

ﾝ A 種 1 t100 の記載がありますが、矩計図 10

では t70とくい違います。矩計図 10を正とし、

t70と考えて宜しいでしょうか。ご指示くださ

い。 

(A-053~054) 

A-053 矩計図-9（14階・15階-1）を正と

してください。 

B1階附室の壁について、西ｺｱ詳細図にて｢※特

記なき限り ALC+特殊塗装｣の記載があります

が、特殊塗装はｱｲｶ工業 ｼﾞｮﾘﾊﾟｯﾄ程度と考えて

宜しいでしょうか。ご指示ください。 

(A-074) 

契約後別途協議といたします。 

軽量鉄骨壁下地について、5m 超の仕様が特記

仕様書にｵｸｼﾞｭｰ(TowerWall)、桐井製作所(SQ-

PowerBar)三洋工業(High SICS)の記載があり

ますが、｢一般間仕切 LGS @455の高さが 7mを

超える｣並びに、｢5m 以上の千鳥仕様となる範

囲｣のﾒｰｶｰ仕様の制限を超える場合、補強下地

(ｽﾁｰﾙ St □-100×100×2.3 鉛直材 @3000、

水平材 1 段程度)を設けると考えて宜しいで

しょうか。ご指示ください。 

(05図) 

契約後別途協議といたします。 

 

 

 

質  問  事  項 回     答 

14 階議場の目隠し壁仕上について、議場平面

詳細図、断面詳細図にｹﾔｷ練付漆風塗装の記載

がありますが、ﾌｯｺｰ ｱﾝﾃｨｺｽﾀｯｺ程度と考えて宜

しいでしょうか。ご指示ください。 

(A-127.128.130) 

㈱徳正合板「宮城県産ケヤキ不燃抗菌突板

化粧板 モエネオ（漆風塗装仕上げ）」同

等品以上としてください。 

B1 階駐車場床仕上のｾﾒﾝﾄ系塗床材について、

仕様が不明です。ABC商会 ﾗﾊﾞｸﾘｰﾄ F程度と考

よろしいです。 
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えて宜しいでしょうか。ご指示ください。 

(A-002) 

ﾐﾆｷｯﾁﾝ A･B について、詳細の記載がありませ

ん。ﾀｶﾗｽﾀﾝﾀﾞｰﾄﾞ BL認定 ｷｯﾁﾝ M程度と考えて

宜しいでしょうか。ご指示ください。 

(A-092) 

LIXIL Tio同等品以上としてください。 

 

 

 

 

 

 

 

質  問  事  項 回     答 

( 建  具 )  

網戸の網種が不明です。ｽﾃﾝﾚｽ製と考えて宜し

いでしょうか。ご指示ください。 

(A-164.166.168.170.172.174.176) 

下記としてください。 

AG：ステンレス製 

AW：ポリエステル製 

建具案内図 5 階応接室 5-5 に WD5F-13 の記載

がありますが、建具表-11では WD5F-13は欠番

となっています。WD5F-13は WD5F-12と考えて

宜しいでしょうか。ご指示ください。 

(A-161-6.172) 

よろしいです。 

WD5F-02 について、ｶﾞﾗｽ欄に HTG8 の記載があ

りますが、姿図凡例 6 は額無しとくい違いま

す。姿図凡例 6ではなく、姿図凡例 7の額入親

子開き戸と考えて宜しいでしょうか。ご指示く

ださい。 

 (A-172.177) 

凡例 6を正としてください。 

AW14F-04 の H 寸法について、寸法欄に H1800

とありますが、姿図･立面図では最大 H 寸法が

H2200 程度とくい違います。姿図･立面図を正

とし、最大 H寸法=2200と考えて宜しいでしょ

うか。ご指示ください。 

(A-180.027.174) 

A-174 建具表-13を正としてください。 

建具表 仕上欄に記載の天然木練付合板につい

て、表面仕上の OSCL 塗の記載がある建具と無

よろしいです。 
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い建具がありますが、全ての建具の仕上の天然

木練付合板に OSCL 塗が必要と考えて宜しいで

しょうか。ご指示ください。 

(A-171～175) 

AW15F-02～04 について、形式欄にｶﾞﾗﾘとあり

ますが、姿図にはありません。ｶﾞﾗﾘ(h=400)付

とし、形式欄を正とし、寸法欄の建具 H 寸法

は、ｶﾞﾗﾘを含んだ寸法と考えて宜しいでしょう

か。ご指示ください。 

(A-176.180) 

 

よろしいです。 

 

質  問  事  項 回     答 

AW15F-04 の H 寸法について、寸法欄に H1800

とありますが、姿図･立面図では最大 H 寸法が

H2700 程度とくい違います。姿図･立面図を正

とし、最大 H寸法=2700と考えて宜しいでしょ

うか。ご指示ください。 

(A-180.027.176) 

下記としてください。 

掃き出し部分： 

欄間ガラリ含め H3115 

腰壁部分： 

欄間ガラリ含め H2260 

AW15F-04･AW 共 05 の姿図にて、ｺｰﾅｰ部が突付

納まりのような表記ですが、複層ｶﾞﾗｽは突付だ

と小口が露出します。方立を設置すると考えて

宜しいでしょうか。ご指示ください。(A-

176.181) 

契約後別途協議といたします。 

AWRF-01について、姿図記号欄に図示とありま

すが、姿図が無く、立面図や展開図からも姿図

やｶﾞﾗｽの有無が不明です。形式欄の突出窓横 2

分割を正とし、ｶﾞﾗｽは LowE6+A12+P5+飛散防止

ﾌｨﾙﾑと考えて宜しいでしょうか。ご指示くださ

い。 (A-028.144～159-12.176) 

姿図は下記としてください。 

障子はｱﾙﾐﾊﾟﾈﾙとしてください。 

ｶﾞﾗｽ・飛散防止ﾌｨﾙﾑは不要です。 

 

 

 

 

 

 

AW2F-01(ｱﾙﾐﾊﾟﾈﾙ+片開きﾌﾗｯｼｭ戸.特定防火設

備)について、建具表に記載がありますが、建

具ｷｰﾌﾟﾗﾝにはなく、また、平面詳細図に記載が

よろしいです。 
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ありません。不要と考えて宜しいでしょうか。

ご指示ください。 

(A-166.094) 

SWB2F-01･02について、姿図に図示とあります

が、姿図が無く、展開図もありません。公開内

訳P418より、SWB2F-01はﾊﾟﾈﾙ+FIX連窓、SWB2F-

02 は FIX 窓と考えて宜しいでしょうか。ご指

示ください。 

(A-162.144～159-12. 公開内訳 P418) 

よろしいです。 

SSDB1F-02の W寸法について、 

建具表-1に W1465+1825とありますが、 

姿図では W900+1800 とくい違います。建具表-

1を正とし、W1465+1825と考えて宜しいでしょ

うか。ご指示ください。(A-177.162.088) 

よろしいです。 

 

質  問  事  項 回     答 

SLW5F-01･02について、建具案内図と移動間仕

切詳細図-1 で建具符号の数量がくい違いま

す。建具案内図を正とし、SLW5F-01:2 ヶ所、

SLW5F-02:1 ヶ所、SLW5F-03 は無しと考えて宜

しいでしょうか。ご指示ください。 

(A-326.161-6) 

よろしいです。 

平面詳細図 3 階受水槽･空調ﾎﾟﾝﾌﾟ室(X1-Y2-3)

に建具があり、立面図にも両開き戸の記載があ

りますが、建具案内図にはありません。平面詳

細図･立面図を正とし、建具は SD3F-08 と考え

て宜しいでしょうか。ご指示ください。 

(A-028.096.161-5) 

不要としてください。 

※立面図・平面詳細図が誤記になります。 

SSD15F-01について、姿図記号欄に図示とあり

ますが、姿図が無く、展開図からも形式が不明

です。2段 2連 FIX窓(W1100+1100×H2500+1700

程度の下図形状)と考えて宜しいでしょうか。

ご指示ください。 

姿図は下記としてください。（寸法は建具

表による）。 
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(A-158.159-12.171) 

SLW4F-03の W寸法 について、移動間仕切詳細

図に W13290 とありますが、平面詳細図では

W26600 程度とくい違います。移動間仕切詳細

図を正とし、W13290 と考えて宜しいでしょう

か。ご指示ください。 

(A-098.326) 

よろしいです。 

移動間仕切壁本体：W13290 

壁レール：W26600 

SD3F-28･29 の建具形式について、形式欄に片

開き框戸とありますが、姿図記号欄では 1(片

開き戸)とくい違います。姿図記号欄を正とし、

片開き戸と考えて宜しいでしょうか。ご指示く

ださい。 

(A-167.177) 

よろしいです。 

 

質  問  事  項 回     答 

SD5F-15の建具形式について、形式欄に片開き

とありますが、姿図記号欄では 6(親子開き)と

くい違います。形式欄を正とし、親子開き戸と

考えて宜しいでしょうか。ご指示ください。(A-

171.177) 

A-171 建具表-10を正としてください。 

※片開きフラッシュ戸 

SSD5F-01 の材質について、仕上欄に SUS とあ

りますが、扉･枠材質欄では S(ｽﾁｰﾙ)とくい違

います。仕上欄を正とし、SUSと考えて宜しい

でしょうか。ご指示ください。 

(A-171) 

よろしいです。 

SD5F-23について、立面図に K(ｱﾙﾐﾊﾟﾝﾁﾝｸﾞﾒﾀﾙ)

の凡例がありますが、建具表には記載がありま

せん。立面図を正とし、両開き扉 2 枚分をｱﾙﾐ

ﾊﾟﾝﾁﾝｸﾞﾒﾀﾙと考えて宜しいでしょうか。ご指示

ください。(A-050.026.171) 

よろしいです。 

建具詳細図-9 K断面図にて、ﾄﾞｱ両端方立枠内

に補強材の記載がありますが、厚みが不明で

よろしいです。 
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す。無目部に倣い St-□-100×50×2.3tと考え

て宜しいでしょうか。ご指示ください。 

(A-187-3) 

以下の建具について、建具表と建具詳細図で枠

見込がくい違います。建具詳細図を正と考えて

宜しいでしょうか。ご指示ください。 

        <建具表>     <建具詳細図> 

･AW共 04  125              70 

･AW共 05  125             167 

･SD共 03   300             200.5 

(A-182.168.183.187-1) 

よろしいです。 

SLW1F-01 のｶﾞﾗｽについて、建具表に T-5+ｶﾞﾗｽ

ﾌｨﾙﾑとありますが、移動間仕切り詳細図-3 で

は P-8+飛散防止ﾌｨﾙﾑとくい違います。移動間

仕切り詳細図を正とし、P-8+飛散防止ﾌｨﾙﾑと考

えて宜しいでしょうか。ご指示ください。(A-

327-2.164) 

A-164 建具表-3を正としてください。 

 

質  問  事  項 回     答 

詳細図の無いｱﾙﾐ製建具について、特記仕様書

に性能値の記載がありません。詳細図の無いｱ

ﾙﾐ製建具は建具詳細図に倣うと考えて宜しい

でしょうか。ご指示ください。 

(06図、A-182～187-5) 

よろしいです。 

AW2F-02の H寸法について、寸法欄に H2760と

ありますが、立面図･姿図では H3560 程度とく

い違います。立面図･姿図を正とし、H3560と考

えて宜しいでしょうか。ご指示ください。 

(A-178.025) 

建具表寸法欄を正としてください。 

AW1F-04の建具形式について、建具表-3に欄間

突出とあり、立面図に欄間がありますが、姿図

では欄間がありません。建具表-3 と立面図を

正とし、欄間有と考えて宜しいでしょうか。ご

指示ください。 

(A-164.181-1.028) 

よろしいです。 

AW1F-01･2F-01 について、建具詳細図-10 に防 A-187-4 建具詳細図-10 を正としてくだ
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火設備とありますが、建具表-3･5 では非防火

とくい違います。建具表を正とし、非防火と考

えて宜しいでしょうか。ご指示ください。 

(A-164.166.187-4) 

さい。 

SSD14F-01の建具形式について、図示とありま

すが、図示がありません。公開内訳 P293 の名

称に倣い、天井からの垂れ壁(ｽﾃﾝﾚｽﾊﾟﾈﾙ)と考

えて宜しいでしょうか。ご指示ください。 

(A-174.公開内訳 P293) 

よろしいです。 

AW 共 09･09’の網戸欄に〇とありますが、FIX

窓の為、網戸は無しと考えて宜しいでしょう

か。ご指示ください。 

(A-168) 

 

よろしいです。 

※網戸欄の〇は A-184 建具詳細図-3にあ

る大定量換気スリットの網戸を記してい

ます。 

 

質  問  事  項 回     答 

SS2F-2 の仕上について、天然木練付化粧合板

とありますが、袖防火戸面の仕上とし、扉裏面

とｽﾗｯﾄ面は SOP 塗装と考えて宜しいでしょう

か。ご指示ください。 

(A-166) 

よろしいです。 

建具特記事項 共通事項にて、外部建具枠廻り

仕様 防水ﾓﾙﾀﾙ詰め+現場発泡ｳﾚﾀﾝ吹付とあり

ます。外壁 ECP 部はﾛｯｸｳｰﾙ充填+現場発泡ｳﾚﾀﾝ

吹付と考えて宜しいでしょうか。ご指示くださ

い。 

(A-161) 

RC・ECP部とも、下枠は防水ﾓﾙﾀﾙ､上枠･縦

枠は現場発泡ｳﾚﾀﾝ吹付としてください。 

以下の建具について、建具表と建具詳細図で寸

法がくい違います。建具表を正と考えて宜しい

でしょうか。ご指示ください。 

     <建具表>   <建具詳細図> 

･SSD1F-01  W7600      W7300 

･SSD1F-02  W7600      W7300 

･SSD1F-03  W5004      W4360 

･SSD1F-04  W4272      W3878 

･SSD1F-05  W4272      W3878 

下記としてください。 

･SSD1F-01  W7700 

･SSD1F-02  W7700 

･SSD1F-03  W5004 

･SSD1F-04  W4272 

･SSD1F-05  W4272 



 

 

 

〔様式第１３号〕  回答 10 

p. 30 
 

(A-188.A-164) 

SD15F-03について、性能欄の防音に GWとあり

ますが、SD15F-03 は嵌め殺し窓です。GW は不

要と考えて宜しいでしょうか。ご指示くださ

い。 

(A-175) 

よろしいです。 

SD15F-03 について、ｶﾞﾗｽ欄に防音ｶﾞﾗｽとあり

ますが、遮音性は T-2と考えて宜しいでしょう

か。ご指示ください。 

(A-175) 

防音合わせガラス t12+t8 としてくださ

い。 

SD1F-33の仕上について、素地とありますが、

扉枠の仕上が不明です。扉は素地(ｻﾋﾞ止)、枠

仕上は SOP塗と考えて宜しいでしょうか。ご指

示ください。(A-163) 

よろしいです。 

 

 

 

質  問  事  項 回     答 

SSD1F-05のｶﾞﾗｽについて、P-10とありますが、

SSD1F-05は防火設備です。P-10ではなく HTG10

とし、SSD1F-05 を耐熱強化ｶﾞﾗｽ入りの防火設

備と考えて宜しいでしょうか。ご指示くださ

い。 

(A-164) 

よろしいです。 

AW-RF01 について、姿図が無く性能欄に RW(ﾛｯ

ｸｳｰﾙ充填)とありますが、AW-RF01 は突き出し

窓の為、不要と考えて宜しいでしょうか。ご指

示ください。 (A-176) 

よろしいです。 

SD1F-14 の寸法について、建具表寸法欄は

W21400×H4300ですが、展開図では添付図の様

に W8400×H4300 程度とくい違います。展開図

を正とし、W8400×H4300 程度と考えて宜しい

でしょうか。ご指示ください。 

(A-148-1.163) 

 

 

W21400 を計上ください。 
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SW1F-01 について、寸法欄は W8300+5700+2700

とありますが、展開図では下図赤枠の様に

W7300程度とくい違います。展開図を正と考え

SW1F-01 の寸法は W7300×H1400 程度と考えて

宜しいでしょうか。ご指示ください。 

(A-144.163) 

 

 

W8300+5700+2700 を正としてください。 

質  問  事  項 回     答 

SW1F-02･03 の H 寸法について、建具表寸法欄

は H900 ですが、姿図では H1300 程度とくい違

います。姿図を正とし、H1300程度と考えて宜

しいでしょうか。ご指示ください。 

(A-144.163) 

SW1F-02は H900， 

SW1F-03は H1400としてください。 

SD共 13.SD4F-02.03の姿図 26について、両袖

ﾊﾟﾈﾙの仕様が不明です。ｽﾁｰﾙ製 SOP 塗と考え

て宜しいでしょうか。ご指示ください。(A-

168.170.177) 

よろしいです。 

SW4F-02 について、姿図 41 と記載があります

が、姿図にありません。平面詳細図より、片袖

FIX 付両開き框戸(両開き框戸部 W1800+FIX 部

W300)と考えて宜しいでしょうか。ご指示くだ

さい。 

(A-099.170) 

両開き框戸 W2100×H2700 としてくださ

い。 

SD3F-28の仕上について、建具表-6に押出成形

ｾﾒﾝﾄ板 ﾌｯ素樹脂塗装とありますが、外部側の

仕上と思われ、受水槽･空調ﾎﾟﾝﾌﾟ室面の仕上が

A167 建具表-6のとおり、框戸に外部仕上

は押出成形セメント板としてください。受

水槽・空調ﾎﾟﾝﾌﾟ室側は框・枠とも SOP と
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不明です。受水槽･空調ﾎﾟﾝﾌﾟ室面の扉と枠の仕

上は SOPと考えて宜しいでしょうか。ご指示く

ださい。 

(A-167) 

してください。 

SD15F-17～19の仕上について、建具表-14は天

然木練付化粧合板とありますが、仕上表では通

路 15-3 側の仕上は化粧鋼板、委員会室側の仕

上は織物ｸﾛｽとくい違います。仕上表を正とし、

SD15F17～19 の仕上は通路 15-3 側の扉片面は

化粧鋼板、委員会室側の扉片面は織物ｸﾛｽ、枠

仕上は SOP塗りと考えて宜しいでしょうか。ご

指示ください。 

(A-008.161-11.175) 

A175 建具表-14 を正としてください。 

SD15F-17～19 の仕上は両面とも天然木練

付化粧合板となります。 

ｶﾞﾗﾘおよびｶﾞﾗﾘ付 AW 全てにﾎｯﾊﾟｰが付くと考

えて宜しいでしょうか。ご指示ください。(A-

162～176) 

 

よろしいです。 

 

質  問  事  項 回     答 

上記ﾎｯﾊﾟｰの吹付材については、公開内訳 P265

より、裏面ｸﾞﾗｲﾄ吹付 t3.0と考えて宜しいでし

ょうか。ご指示ください。 

(A-162～176.公開内訳 P265) 

よろしいです。 

AW15F-02 

のﾎｯﾊﾟｰについて、詳細図が無く仕様が不明で

す。建具詳細図-7 AW-15F-03 A断面詳細図に

倣うと考えて宜しいでしょうか。ご指示くださ

い。 

(A-187-1) 

よろしいです。 

AW2F-05･06のﾎｯﾊﾟｰの寸法について、建具表に

記載のｶﾞﾗﾘ寸法ではなく、2階天井伏図に記載

の寸法･数量を正と考えて宜しいでしょうか。

ご指示ください。 

         <建具表>   <2 階天井伏図> 

･AW2F-05   W42600     W1200.300.600 

･AW2F-06   W30600   W750(2 ヶ所).600.350 

A-166 建具表-5 に記載の寸法としてくだ

さい。 

※天井伏図は室内天井面の OA・EA 開口を

示す 
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(A-135.166) 

SD 共-18 の仕上について、｢設置される室仕上

に倣う｣とありますが、ｸﾞﾗｽｳｰﾙﾎﾞｰﾄﾞ･ﾎﾞｰﾄﾞ素

地の場合は SOP 塗装を見込むと考えて宜しい

でしょうか。ご指示ください。 

(A-168) 

よろしいです。 

AW-共 ｱﾙﾐﾊﾟﾈﾙ取付下地について、建具詳細図

-1<P 断面>及び建具詳細図-2<c 断面では、>□

-60×30×2.3 ですが、建具詳細図-3<Ｉ断面>

では StC-***と記載があり、建具詳細図-4<E･F

断面>では取付下地の図示がありません。下記

と考えて宜しいでしょうか。ご指示ください。 

① ｱﾙﾐﾊﾟﾈﾙ裏全ての両脇に取付下地 

② ｺｰﾅｰ部は C材、その他は□-60×30×2.3 

③ ｺｰﾅｰ部 C材 C-100×50×2.3 

(A-182～185) 

よろしいです。 

 

質  問  事  項 回     答 

AW-共 04･05 ｱﾙﾐﾊﾟﾈﾙ取付下地について、建具詳

細図で□-60×30×2.3 部分に吹付の図示があ

りますが、防火設備部分に必要とし、ﾛｯｸｳｰﾙ吹

付 t=25 と考えて宜しいでしょうか。ご指示く

ださい。 

(A-182<P断面>.183<c断面>) 

よろしいです。 

SSD 詳細図 SSD1F03～05 詳細図にｽﾘﾑﾀｲﾄﾄﾞｱ LX

の記載がありますが、SSD1F-03･05は建具表-3

より防火性能を有する為、ｽﾘﾑﾀｲﾄﾄﾞｱ LXでは製

作不可と思われます。ｽﾘﾑﾀｲﾄﾄﾞｱ LX同等品程度

の防火性能を有する建具と考えて宜しいでし

ょうか。ご指示ください。 

(A-164.188) 

よろしいです。 

木製建具枠の材質が不明です。公開内訳 P225

～226 より、ﾅﾗ集成材またはﾋﾉｷ無垢材と考え

て宜しいでしょうか。ご指示ください。 

(A-164.172.174.公開内訳 P225～226) 

よろしいです。 

SDB1F-11 のｶﾞﾗｽについて、NF6.8 とあります よろしいです。 
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が、特定防火設備の為 HTG-8と考えて宜しいで

しょうか。ご指示ください。 

(A-162) 

建具表-11.13 の木製建具の天然木練付につい

て、ｶﾊﾞ程度と考えて宜しいでしょうか。ご指

示ください。 

(A-172.174) 

よろしいです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

質  問  事  項 回     答 

( 外  構 )  

1 階平面図 下図より赤枠範囲に旗ﾎﾟｰﾙと排水

桝が確認出来ますが、詳細図がありません。別

途工事と考えて宜しいでしょうか。ご指示くだ

さい。 

 

 

 

 

 

 

 

(A-014) 

よろしいです。 

仮設計画図-1 下図より新設井戸の記載があり

ますが、詳細図がありません。別途工事と考え

て宜しいでしょうか。ご指示ください。 

 

 

よろしいです。 
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(A-501) 

1 階平面図 下図より赤枠範囲 排水桝の記載

がありますが、詳細図がありません。別途工事

と考えて宜しいでしょうか。ご指示ください。 

 

 

 

 

 

(A-014) 

 

 

よろしいです。 

 

質  問  事  項 回     答 

配管ﾄﾚﾝﾁ蓋 詳細図について、配管ﾄﾚﾝﾁ蓋詳細

図に蓋 A1～3 化粧蓋の材質が記載されていま

せん。公開内訳 P448 化粧蓋に倣い、ｽﾃﾝﾚｽ製

と考えて宜しいでしょうか。ご指示ください。 

(A-190.公開内訳 P448) 

本体はスチール製としてください。 

A-190 部分詳細図-1 の配管トレンチ蓋 

詳細図 断面詳細図を参照ください。 

駐輪場断面図について、駐輪場 上屋基礎の配

筋は D16 @150と記載がありますが、 ﾀﾞﾌﾞﾙ配

筋(ｶｺﾞ)と考えて宜しいでしょうか。ご指示く

ださい。(A-195) 

よろしいです。 

部分詳細図-1 下図より赤枠範囲 ｵｲﾙﾀﾝｸ配管ﾄ

ﾚﾝﾁﾋﾟｯﾄの配筋と地業の仕様が不明です。下記

と考えて宜しいでしょうか。ご指示ください。 

 

･鉄筋…D16 @200 ﾀﾞﾌﾞﾙ(縦横共) 

･地業…捨てｺﾝ t=50 砕石 t=100 

 

 

 

(A-190) 

下記としてください。 

配筋：D13 @200 ﾀﾞﾌﾞﾙ（縦横共） 

地業：捨てｺﾝ t=50 砕石 t=100 
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質  問  事  項 回     答 

建物南側に再生木ｳｯﾄﾞﾃﾞｯｷと点字鋲の記載が

ありますが、ｳｯﾄﾞﾃﾞｯｷの下地材が不明です。ｳ

ｯﾄﾞﾃﾞｯｷ下地はｺﾝｸﾘｰﾄ舗装と考えて宜しいでし

ょうか。ご指示ください。 

･土間ｺﾝｸﾘｰﾄ t=150(ｺﾝｸﾘｰﾄ金鏝仕上) 

･溶接金網 φ6 100×100 

･砕石 t=150 

(A-401) 

建物南側（EXP.J金物より外側）のウッド

デッキ・点字鋲は計上不要です。 

※A401 仮設外構計画図は図面に右側に凡

例記載のあるアスファルト舗装・仮アスフ

ァルト舗装について計上ください。 

雨水排水計画平面図について、集水桝 2と 1号

人孔の蓋は化粧蓋と記載ありますが、化粧仕上

材が不明です。部分詳細図-1 配管ﾄﾚﾝﾁ 化粧蓋

の仕上材に倣い、仕上材はｲﾝﾀｰﾛｯｷﾝｸﾞﾌﾞﾛｯｸと

考えて宜しいでしょうか。ご指示ください。 

(A-190.404) 

よろしいです。 

雨水排水計画平面図について、数量表に排水

管 VU φ75、100の項目がありますが、砂基

礎の寸法仕様が不明です。下記と考えて宜し

いでしょうか。ご指示ください。 

･φ75…W400～700×H190 

･φ100…W500～800×H315 

(A-404.406) 

よろしいです。 
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質  問  事  項 回     答 

下図 赤線範囲 排水管 HP φ600 は新設の記

載がありますが、青線範囲 排水管 HP φ600

には新設の記載がありません。赤線範囲のみ新

設と考えて宜しいでしょうか。ご指示くださ

い。 

 

 

 

 

 

 

(A-404.406) 

新設部分は下水切回し図面（C-01～C-12）

を参照ください。 

 

上記 赤線範囲 排水管 HPφ600 の詳細図があ

りません。砂基礎の仕様は VU管 φ600に倣う

と考えて宜しいでしょうか。ご指示ください。

(A-404.406) 

新設部分は下水切回し図面（C-01～C-12）

を参照ください。 

雨水排水施設構造図(1)について、ｽﾘｯﾄ側溝及

び U字側溝の詳細図がありますが、雨水排水計

画平面図に設置指示がありません。不要と考え

て宜しいでしょうか。ご指示ください。(A-

404.405) 

よろしいです。 

南側第 2 ｹﾞｰﾄ前 切下げ工事について、点字ﾌﾞ よろしいです。 
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ﾛｯｸ復旧の指示がありますが、構成は公開内訳

数量 P457 に倣い下記と考えて宜しいでしょう

か。ご指示ください。 

･点字ﾌﾞﾛｯｸ 300角 t=60 

･下地ﾓﾙﾀﾙ t=40 

･砕石 t=250 

(A-501、公開内訳 P457) 
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